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Ⅰ はじめに 

 

 本計画は、教育公務員特例法の規定に基づき本県教育委員会が策定した校長及び教員としての資質の向上

に関する指標「みやぎの教員に求められる資質能力」（以下「指標」という。）等を踏まえ、本県の教職員

の研修を体系的かつ効果的に実施するために策定したものです。 

 教員は、教育基本法及び教育公務員特例法により「絶えず研究と修養に努めること」が義務付けられてお

り、子供たちに最適の学びを提供するため、生涯にわたり学び続け、不断に資質能力の向上に努めることが

求められています。また、学び続ける姿勢を持つことは、教員のみならず、学校を支える全ての教職員に等

しく求められるものです。それぞれの学校種や職種、経験年数等に応じて、自らの研修計画立案のために本

計画を積極的に活用ください。 

 

Ⅱ 教員の資質能力の向上 

 

 本県教育の課題等を踏まえ、指標により本県の教員に求められる資質能力は、「５つの教職経験段階」の

区分に応じて教員に求められる基礎的・基本的な資質能力としての「７つの資質能力」に、令和６年１月に

は、新たに養護教諭及び栄養教諭に係る資質能力を加えたほか、「校長」、「副校長・教頭」、「ミドルリ

ーダー」に求められる「５つの資質能力」を見直し、示しています。 

 

【参照】表１－１「教員のライフステージとみやぎの教員に求められる資質能力【教諭】」 Ｐ９･10 

表１－２「教員のライフステージとみやぎの教員に求められる資質能力【養護教諭】」 Ｐ11･12 

表１－３「教員のライフステージとみやぎの教員に求められる資質能力【栄養教諭】」 Ｐ13･14 

 

関連する情報：宮城県総合教育センターホームページより  

https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/kyouinsisitu.html 

 

 

 また、これらは基礎的・基本的な資質能力を示したものであることから、それぞれの教員が勤務する学校

種又は自らの職の特性等に応じた資質能力が求められる場合は、自発的かつ積極的に学び、必要な資質能力

を身に付けて成長していくことが求められています。 

 「子供たちに最適の学びを提供するため、生涯にわたり学び続ける姿勢を持ち続けること」とされている

本県の教員の在り方の実現を支援し、求められる資質能力の向上を図るため、県教育委員会では、以下の研

修を教職経験段階等の区分に応じて体系的に実施します。 

 

○ 基本研修 

・ 指定研修 

 教職経験年数の各段階に応じて教職の職務遂行に必要な知識・技能・態度の向上を図るための研修及

び教育行政上必要な研修等 

・ 職能研修 

 校長・教頭・主幹教諭・主任等の職能の各段階に応じて職務遂行のために必要な専門的知識・技能・

力量等の向上を図るための研修 
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○ 専門研修 

 基本研修を基盤とし、教科・科目・領域等の指導に必要な専門的知識・技能の習得を図るための研修 

○ 総合研修 

・ 派遣研修 

 職務遂行に必要な識見を高め、指導力の向上を図るために、県内外の研修機関へ派遣する研修 

・ 課題研修 

 時代の進展変化に対応できる力を付けるため、グローバル化・情報化等の時代の動きを見据えた長期

的展望に立つ課題に関する研修及び今日的教育課題に関する研修 

・ 教職教養研修 

教育に関連した幅広い課題について、各界・各層の専門家を講師等に招き、教員としての専門的知識

や教養を深め、広い視野から資質能力の向上を図るための研修 

○ 校内研修 

 教員一人一人の指導力を高め、学校が直面する様々な課題への対応を図るため、各学校が主体的に取り

組む研修 

 

 なお、教員の養成・採用・研修の各段階を通じて資質能力の向上を図るという観点から、大学等と連携協

力し、教員を目指す学生の養成を支援することも目的とした研修を積極的に実施していきます。 

 また、上記に掲げた研修だけにとどまらず、教員が自主的に行う研修活動も奨励するとともに、こうした

自主研修を支援する体制の整備を図っていきます。 

 このほか、教員としての必要な指導力を確保するため、学校を離れて総合教育センターにおいて行う長期

特別研修を必要に応じて実施します。 

 

【参照】表２「教員のライフステージと研修体系」Ｐ15･16 

 

Ⅲ 事務職員等の資質能力の向上 

 

 学校における課題が多様化・複雑化している現在、「チームとしての学校」の実現に向けて学校教育法等

の関係法令が改正されるなど、事務職員・学校司書・労務職員等の教員以外の職員（以下「事務職員等」と

いう。）を取り巻く環境も大きく変化しています。 

 こうした中、事務職員等に求められる資質能力は、本県の「みやぎ人財育成基本方針」により創造性豊か

で自律的に行動する事務職員等の育成に向けた「７つの資質能力」として示されています。 

 

【参照】表３「事務職員等に求められる資質能力」Ｐ17 

 

 これを踏まえ、県教育委員会では、事務職員等研修規程に基づき、自律型人財の育成・職員以外の人々と

の交流の拡大・マネジメント能力の強化などを中心として、以下の研修を体系的に実施します。 

 

○ 職場内研修 

 職員の日常業務を通じて、その職務を遂行する上で必要な知識及び技能の修得並びに一般教養の向上を

図るために所属長が行う研修 
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○ 階層別研修 

 職員の職務と責任の度に応じ、職務上必要な知識及び技能の修得並びに一般教養の向上を図るために行

う研修 

○ 選択制研修 

 職務上必要な知識及び技能を向上させるため行う研修で、職員の自主的な選択により受講できる研修 

○ 専門研修 

 職務上直接必要な専門知識及び技能等を修得させるために行う研修 

○ 特別研修 

 職場内研修、階層別研修、選択制研修及び専門研修以外の研修で、職務上必要な知識、技能、技術等を

修得させるために行う研修 

 

【参照】表４「事務職員等研修体系」Ｐ18 

 

Ⅳ 校内研修の充実 

 

 総合教育センター等において実施する校外研修は、教職員の資質能力の向上のために必要な専門的知識や

技能等を習得できるだけではなく、日常の業務や職場から離れ、異なる学校等から集まる教職員と共に学ぶ

ことにより、相互に刺激を受けて視野を広げることができるなど、集合研修ならではの効果も期待できる機

会であるため、その充実を図ることは重要です。 

 その一方、「教員は学校で育つ」ものであり、教員の資質能力を向上させるためには、校外研修の体系的

な実施とともに、学校内において同僚の教員とともに支え合いながら、ＯＪＴを通じて日常的に学び合う校

内研修の充実を図ることが求められています。 

 各学校における課題を明らかにし、教員が共通の認識を持ちながら、その課題解決に向けた校内研修に取

り組むことにより、個々の教員の実践的指導力が強化されるとともに、教員集団の質の向上が図られ、組織

としての学校の教育力が高まることが期待されます。 

 また、事務職員等についても、ＯＪＴにより実践を通じて基礎的な知識を経験として学ぶことができるほ

か、管理監督者が中心となり職員の持ち味に合わせて指導・助言ができることから、資質能力育成の手段と

して、校内研修は最も実践的かつ効果的です。 

 こうした校内研修の充実に向けては、以下の点に留意しながら取り組むことが求められます。 

 

○ 専門性を高め合う教員集団の確立 

 授業研究をはじめとした校内研修の充実に向けては、校内において組織的・継続的に研修が実施される

よう実施体制の充実強化を図るとともに、校内の教員が教育の専門家同士として相互の教育実践について

意見を交わし、同僚教員から多くを学び、切磋琢磨する教員として専門性を高め合う教員集団を確立する

ことが重要です。 

○ 教科の枠を超えた指導力向上のための研修の実施 

 校内研修・授業研究を進めるに当たり、教科ごとの特性や専門性を踏まえた研修を行うことは重要です

が、教員としての望ましい指導の在り方は普遍的なものがあり、教科の枠を超えて教員としての指導力向

上の研修を行うことが望まれます。 

○ 教育実践を検証する授業研究の実施 

 教員の教科指導の充実や児童生徒の実態を把握・分析し、学習状況の改善等に役立つ授業研究を推進す
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る必要があります。研究の連続性を意識し、検証と改善、継続性を持ちながら、教員の指導力向上と児童

生徒の学力向上を図ることが求められます。 

  

これらを踏まえた上で、今後は「校内研修の支援」の視点を重視し、研究主任・校内研修担当者を対象と

する研修の実施に加え、大学や研修機関等に派遣した教職員を活用するための「研修等支援に係る人材バン

ク」、専門的知識と技能を有する大学教員を活用するための「みやぎ教員研修サポートプログラム」、総合

教育センター指導主事の派遣等による支援を行うほか、事務職員等については、ＯＪＴの実施や実施報告書

の提出により積極的な取組を推進していきます。 

 また、総合教育センターで行う本県教育の課題解決に向けた研究の成果が、学校現場において実践的指導

資料として活用されるように普及に努めるほか、学校個別の課題に即して、その原因の分析や対策の検討等

について、専門的知見から総合教育センターの指導主事等が継続して学校を支援していきます。 

 なお、学習指導や児童生徒とのコミュニケーション等に不安や悩みを抱え、自信を失いつつある教員に対

しては、その不安や悩みの解消のための校内研修である「教員ステップアップ研修」や総合教育センターの

指導主事が支援する「教員ステップアップ研修支援事業（訪問型・来所型）」を必要に応じて実施します。 

 

Ⅴ 派遣研修の充実 

 

 本県教育の課題解決に資するため、長期研修として現職の教員を総合教育センターに派遣し、指導主事と

協働で教育課題や教育施策に係る先進的で実効性のある研究を実施しています。総合教育センターは、本県

の教育政策に関する調査・研究・提言等を行うシンクタンクの役割を果たす機関として、県教育委員会全体

の教育施策等に関わる調査・研究・検討を行い、本庁関係各課室等へ必要な提言を行うことが求められてお

り、長期研修はその役割を担うものです。 

 また、本県教育の振興に向けて、中核となる管理職や指導者等を養成するため、現職の教職員を大学や研

修機関等に派遣し、各分野における高度で専門的な研究や研修を実施することにより、教職員の資質能力の

向上を図ることとしています。 

 これらの派遣研修を充実させることにより、個々の教職員の資質能力の高度化を図るとともに、派遣した

教職員がその成果を学校や地域に還元して教育活動に取り組むことにより、本県教育の振興や教育課題の解

決に寄与することが期待されます。 

 

○ 長期研修 

・ 専門研究 

 学校教育や教育行政の抱える今日的教育課題に応える実践的・先導的な研究を指導主事と協働で推進

し、学校及び教育行政機関等に具体的な提言を行うもの 

・ 実践力向上研究 

 教科・領域の指導実践に係る研究に取り組むことを通し、授業力等の向上を図るとともに、学校課題

等の解決を目指すもの 

○ スクールミドルリーダー養成研修 

 本県教育の基本方針と課題についての理解を深めるとともに、学校運営上の諸問題について研修し、スクー

ルミドルリーダーとしての資質と能力を高める研修 

○ 教職大学院等 

・ 指定派遣（宮城教育大学教職大学院） 
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 教育現場の実践的課題等を適切に解決できる専門的力量と優れた学校運営能力を備えた教員を養成す

るもの 

・ 指定派遣（東北大学大学院） 

 教育政策の立案及び実施等に関する専門的な知識及び能力を備えた教員を養成するもの 

・ 一般派遣（宮城教育大学教職大学院等） 

 教育現場の実践的問題・課題を適切に解決できる専門的力量を持ったスクールリーダーとして、学校

や地域における教員の指導的役割を果たすための高度な資質や力量を養い、本県教育の充実・発展に資

するもの 

・ 東北大学教育指導者講座 

 本県の中堅教諭に教育指導者として必要な専門的教養を習得させ、学校教育の充実を図るとともに、

ミドルリーダーとしての資質能力の向上を図り、各地域又は全県において組織経営及び学校経営に貢献

することができる教育振興の中核となる教員を養成するもの 

○ 企業等 

 教員の視野の拡大を図るとともに、企業等における体験を通して、最新の産業技術の習得及び組織マネ

ジメント能力の向上を図り、本県産業教育の充実・進展に資するほか、新たに設置される学科等に対応す

るための人材の養成などを行うもの 

○ 独立行政法人教職員支援機構 

・ 研修マネジメント力協働開発プログラム（全国版） 

  各学校や地域とともに教職員研修の充実を図ることを目標とするもの 

・ 教職員等中央研修（探究型中央研修） 

 各地域で学校教育において中心的な役割を担う教職員の探究に向かう力の涵養を主たる目標とするも

の 

・ 教職員等中央研修（階層別中央研修） 

  各地域で学校教育において中心的な役割を担う教職員の学校経営等に資する課題解決力の育成を主た

る目標とするもの 

・ 指導者養成研修（各種） 

 特定の教育課題に関する各学校や地域における指導者の養成等を目標とするもの 

○ 公益財団法人東北自治研修所 

 東北六県主任級職員研修及び東北六県中堅職員研修に事務職員等を派遣し、若手職員に求められる政策

形成能力の向上や中堅職員として必要となる高度な職務遂行能力と応用的思考能力の習得、問題解決能力

及び政策形成能力の向上を図るもの 

 

Ⅵ 研修実施体制 

 

 教職員の資質能力の向上等に関する研究・研修・支援の各種事業については、総合教育センターを中心と

して本庁各課室や各教育事務所等と連携し、それぞれの以下の役割を担い、互いに協議・調整を行いながら、

効率的かつ効果的に実施します。総合教育センターでは、本県の教育課題を的確に把握し、解決への対応及

び示唆を反映した研修を構築し実践することで、研修機能と研究機能の充実を図ります。 

 

○ 総合教育センター 

  研究・研修・支援事業の中心的な実施主体 
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○ 本庁各課室 

  緊急度・重要度が特に高い喫緊の政策課題に基づく事業を直轄で実施 

○ 教育事務所 

  地域の教育事情に基づく事業・地域において行うことが効率的な事業を実施 

  また、市町村教育委員会（仙台市を除く。）においては、学校等の設置者として、各市町村の課題やニ

ーズを踏まえた研修の充実に向け、県費負担教職員の任命権者である県教育委員会と連携協力しながら取

組を推進することが期待されます。 

  

なお、各種事業のさらなる効率化を目指し、総合教育センターでは、ＩＣＴを活用した研究・研修・支援

事業の推進に引き続き取り組みます。 

 

Ⅶ 大学等との連携協力 

 

 大学等と相互に協力し、学校教育・学術の振興及び地域社会の発展と人材の育成に寄与することを目的と

した包括連携協力に関する協定の下、教科・科目等の教員研修を連携して実施します。 

 大学等と連携して行う研修では、資源を相互に提供し合い、先進的な講義・演習を中心に実施します。ま

た、養成段階の学生と現職の教員が共に学ぶことで、教育界全体で各段階でのみやぎの人材育成を目指しま

す。 

 また、大学以外にも、各教科研究会や独立行政法人教職員支援機構等との連携も検討していきます。 

 

Ⅷ 研修事業の評価・検討 

 

 これまで、総合教育センターにおいて実施している研修事業については、受講者への記名式アンケート調

査を行うなどして、個々の研修事業の評価や受講者のニーズの把握を行ってきました。 

 今後、研修の効果を更に高めるために、研修の受講者がそれぞれ学んだことを実際の教育現場においてど

のように活用しているか、それがどのような効果をもたらしているかということについて、受講者への聴き

取りや所属校への追跡調査を行うなど、研修の効果を適切に検証する方策に取り組んでいきます。 

 総合教育センターは、それぞれの研修が実際の教育現場にどのような効果をもたらすのかということを常

に意識しつつ、研修の効果に関する検証事例を蓄積し、ＰＤＣＡサイクルを適切に機能させるとともに、本

県の教育課題や国の動向、社会のすう勢等を踏まえ、必要な研修を確実に実施していきます。 

 

Ⅸ 対話に基づく受講奨励 

 

 教育公務員特例法及び教育職員免許法の一部を改正する法律(令和４年法律第40号)により、教育委員会に

よる教員の研修履歴の記録の作成と当該履歴を活用した資質向上に関する指導助言等の仕組みが、令和５年

４月１日から施行されました。 

県教育委員会では、その具体的な内容や手続等の運用について定められた「研修履歴を活用した対話に基

づく受講奨励に関するガイドライン」をもとに、研修履歴の記録について、次のようにすることとしました。 

なお、記録された研修履歴は受講奨励に使用するとともに、受講奨励は、必ず学校管理職が行い、教員の

意欲や主体性と調和したものとなるよう、教員の意向を十分くみ取った助言となるようにしてください。

(校長に対する受講奨励は、市町村立学校等の校長については市町村教育委員会が、県立学校の校長につい
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ては県教育委員会が行います。) 

また、受講奨励は、例えば公立学校人事評価の最終評価結果をフィードバックする際など、様々な機会を

とらえて対話により実施する必要があります。ただし、受講奨励と公立学校人事評価とは全く異なることに

留意の上、実施してください。 

〇 研修履歴の記録の範囲・内容 

・必須記録研修 

（１）研修実施者（総合教育センター・各課室・教育事務所）が実施する研修 

研修名、研修内容、主催者、受講年度、日時、研修形態、教員育成指標との関係を記録(各課室及 

び教育事務所が実施する研修は、教員育成指標との関連があるものに限る。) 

（２）大学院修学休業により履修した大学院の課程等 

大学院名、在学期間、研究テーマを記録 

（３）県教育委員会が開設した免許法認定講習及び認定通信教育による単位の修得 

講習名、受講年度、日時、受講形態を記録 

（４）県教育委員会の推薦等による派遣研修（大学院派遣研修、教職員支援機構の研修、総合教育センタ 

ーの長期研修など） 

講習名、受講年度、日時、受講形態を記録(長期にわたるものについては研究テーマ等を記録) 

・任意記録研修 

（１）職務研修として行われる市町村教育委員会等が実施する研修等 

（２）校内研修・研究等 

（３）自主的に参加する研修等 

〇 研修履歴の記録の方法 

研修履歴は、総合教育センターが運用する「宮城県教職員研修受講システム(Ｍナビオンライン)」の

「受講管理システム」に記録されます。 

必須記録研修については自動的に又は県教育委員会により記録されますが、任意記録研修等については、

教員が自ら受講管理システムに記録する必要があります。 
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組

織
的

対
応

の
体

制
整

備
の

主
導

 
い

じ
め

、
不

登
校

、
心

の
ケ

ア
、

特
別

な
配

慮
や

支
援

を
必

要
と

す
る

子
供

へ
の

対
応

の
た

め
、

教
育

相
談

や
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
基

礎
的

な
知

識
・

技
法

 
い

じ
め

、不
登

校
、心

の
ケ

ア
、特

別
な

配
慮

や
支

援
を

必
要

と
す

る
子

供
へ

の
対

応
の

た
め

、
教

育
相

談
や

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

最
新

の
知

識
・

技
法

と
若

手
教

員
へ

の
助

言
 

い
じ

め
、

不
登

校
、

心
の

ケ
ア

、
特

別
な

配
慮

や
支

援
を

必
要

と
す

る
子

供
へ

の
対

応
の

た
め

、
教

育
相

談
や

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

最
新

の
知

識
・

技
法

と
若

手
・

中
堅

教
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

下
で

の
連

携
・

協
働

の
重

要
性

の
理

解
 

教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
の

視
点

 教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
の

支
援

 

教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
の

主
導

 

子子
供供

理理
解解

  

共
感

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
と

向
上

さ
せ

る
姿

勢
 

子
供

の
心

理
に

関
す

る
基

礎
的

知
識

 
子

供
の

心
理

に
関

す
る

専
門

的
知

識
 

子
供

の
心

理
に

関
す

る
最

新
の

専
門

的
知

識
 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

を
多

面
的

・
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

を
多

面
的

・
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
と

若
手

教
員

へ
の

助
言

 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

を
多

面
的

・
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
と

若
手

・
中

堅
教

員
へ

の
助

言
・

指
導

 
子

供
の

心
の

変
化

や
状

況
を

中
⻑

期
的

に
把

握
す

る
視

点
 

学学
校校

をを
  

支支
ええ

るる
力力

   
自

己
の

役
割

と
責

任
の

自
覚

 
適

切
・

効
率

的
な

校
務

遂
行

の
た

め
の

手
法

（
教

育
法

規
・

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
等

）
 

適
切

・
効

率
的

な
校

務
遂

行
 

広
い

視
野

か
ら

の
適

切
・

効
率

的
な

校
務

遂
行

 
全

校
的

視
点

か
ら

の
適

切
・

効
率

的
な

校
務

遂
行

 
全

校
的

・
地

域
的

視
点

か
ら

の
適

切
・

効
率

的
な

校
務

遂
行

 
他

教
職

員
と

の
協

調
の

重
要

性
の

理
解

 
他

教
職

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
協

調
性

 
他

教
職

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
協

調
性

と
若

手
教

員
の

意
見

等
の

把
握

・
調

整
 

他
教

職
員

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

協
調

性
と

若
手・

中
堅

教
員

の
意

見
等

の
把

握・
調

整
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

重
要

性
の

理
解

 
地

域
・

保
護

者
や

学
校

外
の

専
門

家
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
構

築
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

教
育

活
動

の
実

践
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

教
育

活
動

の
主

導
と

若
手

教
員

へ
の

助
言

 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
効

果
的

な
連

携
・

協
働

の
在

り
方

へ
の

若
手

・
中

堅
教

員
へ

の
助

言
・

指
導

 

実実 践践 力力 のの 基基 盤盤 とと なな るる 意意 欲欲 ・・ ⼈⼈ 間間 性性 等等   

教教
育育

へへ
のの

  
情情

熱熱
  子

供
た

ち
に

対
す

る
深

い
愛

情
 

教
員

と
し

て
の

高
い

使
命

感
・

情
熱

 
子

供
の

命
を

守
る

強
い

覚
悟

 
学

校
を

安
全

で
安

心
な

学
び

の
場

と
す

る
心

構
え

 
教

育
者

と
し

て
の

高
い

倫
理

観
・

責
任

感
 

たた
くく

まま
しし

くく
  

豊豊
かか

なな
  

⼈⼈
間間

性性
  精

神
的

な
た

く
ま

し
さ

 
広

く
豊

か
な

教
養

・
常

識
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

 
他

者
を

思
い

や
る

心
 

心
身

の
健

康
・

適
切

な
自

己
管

理
 

自自
己己

研研
鑽鑽

力力
  高

度
専

門
職

と
し

て
の

教
育

公
務

員
で

あ
る

こ
と

の
自

覚
 

自
ら

学
び

続
け

、
成

⻑
し

続
け

る
意

欲
 

課
題

意
識

と
改

善
努

力
・

変
革

す
る

挑
戦

心
 

客
観

的
な

自
己

分
析

 
教

員
同

士
で

共
に

学
び

合
う

意
識

 
 

同
年

代
・

後
輩

教
員

の
学

び
の

支
援

・
助

言
 

O
JT

の
支

援
と

若
手

教
員

へ
の

助
言

 
O

JT
の

支
援

と
若

手・
中

堅
教

員
へ

の
助

言・
指

導
 

 

 

主主
任任

・・
ミミ

ドド
ルル

リリ
ーー

ダダ
ーー

層層
  

活
力

あ
る

学
校

運
営

に
参

画
す

る
た

め
の

企
画

調
整

力
と

実
践

力
を

養
う

。
 

副副
校校

⻑⻑
・・

教教
頭頭

  
学

校
経

営
・

運
営

の
補

佐
及

び
助

言
者

と
し

て
の

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

校校
⻑⻑

  
学

校
経

営
・

運
営

の
責

任
者

と
し

て
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
べ

く
、

指
導

者
及

び
校

⻑
と

し
て

の
力

量
を

向
上

さ
せ

る
。

 

学学
校校

のの
リリ

ーー
ダダ

ーー
  

とと
しし

てて
のの

  
基基

本本
的的

なな
素素

養養
  

確
固

た
る

教
育

へ
の

理
想

・
教

育
観

 
豊

か
な

人
間

性
・

品
格

 
学

校
を

支
え

る
職

と
し

て
の

使
命

感
 

教
頭

(副
校

⻑
)と

し
て

の
使

命
感

 
校

⻑
と

し
て

の
使

命
感

と
最

終
的

な
責

任
を

負
う

覚
悟

 
課

題
意

識
と

学
校

改
善

の
意

思
 

学学
校校

経経
営営

能能
力力

  

学
校

ビ
ジ

ョ
ン

・
経

営
計

画
の

具
現

化
に

向
け

た
教

職
員

の
リ

ー
ド

 
学

校
ビ

ジ
ョ

ン
・

経
営

計
画

策
定

へ
の

積
極

的
な

関
与

と
地

域
等

と
の

共
有

・
運

営
の

補
佐

 
学

校
ビ

ジ
ョ

ン
・

経
営

計
画

の
策

定
と

地
域

等
と

の
共

有
・

運
営

 
的

確
な

情
報

把
握

 
的

確
な

情
報

把
握

と
教

育
実

践
へ

の
活

用
へ

の
補

佐
 

的
確

な
情

報
把

握
・

分
析

と
教

育
実

践
へ

の
活

用
 

風
通

し
の

良
い

職
場

環
境

づ
く

り
の

支
援

と
教

職
員

の
能

力
・

適
性

把
握

・
適

切
な

助
言

 
風

通
し

の
良

い
職

場
環

境
づ

く
り

と
教

職
員

の
能

力
・

適
性

把
握

・
適

切
な

助
言

・
指

導
 

風
通

し
の

良
い

職
場

環
境

づ
く

り
と

教
職

員
の

能
力

・
適

性
を

把
握

し
た

組
織

体
制

の
構

築
 

学
校

の
適

切
な

組
織

化
・

運
用

の
視

点
 

学
校

の
適

切
な

組
織

化
・

運
用

と
効

率
的

・
効

果
的

な
学

校
経

営
の

補
佐

 
学

校
の

適
切

な
組

織
化

・
運

用
と

効
率

的
効

果
的

な
学

校
経

営
 

組組
織織

管管
理理

  
運運

営営
能能

力力
  

適
切

な
危

機
管

理
の

補
佐

 
適

切
な

危
機

管
理

 
服

務
規

律
の

遵
守

と
教

職
員

の
手

本
 

服
務

規
律

徹
底

の
た

め
の

助
言

・
指

導
と

率
先

し
た

模
範

 
服

務
規

律
徹

底
の

た
め

の
指

導
監

督
と

率
先

し
た

模
範

 
心

身
の

健
康

の
保

持
増

進
に

向
け

た
環

境
づ

く
り

 
心

身
の

健
康

の
保

持
増

進
に

関
す

る
情

報
の

共
有

と
組

織
的

な
対

応
 

心
身

の
健

康
の

保
持

増
進

に
関

す
る

組
織

的
な

対
応

 
教

育
課

程
編

成
へ

の
主

体
的

な
参

画
と

授
業

実
践

等
へ

の
適

切
な

助
言

 
実

情
に

応
じ

た
教

育
課

程
編

成
の

補
佐

と
授

業
実

践
等

へ
の

適
切

な
助

言
・

指
導

 
実

情
に

応
じ

た
教

育
課

程
編

成
と

授
業

実
践

等
へ

の
適

切
な

助
言

・
指

導
 

文
書

・
会

計
管

理
の

適
切

な
実

施
へ

の
助

言
 

学
校

事
務

管
理

へ
の

適
切

な
助

言
・

指
導

 
適

切
な

学
校

事
務

管
理

 
学

習
指

導
要

領
・

教
育

法
規

等
の

知
識

と
適

切
な

助
言

 
学

習
指

導
要

領
・

教
育

法
規

等
の

知
識

と
適

切
な

助
言

・
指

導
 

学
習

指
導

要
領

・
教

育
法

規
等

の
知

識
と

指
導

監
督

 

外外
部部

連連
携携

能能
力力

  

保
護

者
・

地
域

の
意

見
・

要
望

の
的

確
な

把
握

 
外

部
機

関
等

と
の

連
携

・
協

働
へ

の
主

体
的

な
取

組
 

外
部

機
関

等
と

の
連

携
・

協
働

体
制

構
築

の
補

佐
 

学
校

ビ
ジ

ョ
ン

・
経

営
計

画
を

踏
ま

え
た

外
部

機
関

等
と

の
連

携
・

協
働

体
制

の
構

築
 

情
報

発
信

へ
の

主
体

的
な

取
組

 
積

極
的

な
情

報
発

信
の

補
佐

と
保

護
者

・
地

域
の

理
解

・
協

力
 

積
極

的
な

情
報

発
信

と
保

護
者

・
地

域
の

理
解

協
力

 

⼈⼈
材材

育育
成成

能能
力力

  

教
職

員
と

の
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

意
思

疎
通

・
信

頼
関

係
の

構
築

 
教

職
員

の
適

正
な

評
価

の
た

め
に

必
要

な
補

佐
 

教
職

員
の

能
力

・
適

性
等

に
応

じ
た

動
機

付
け

と
適

正
な

評
価

 
学

習
指

導
・

生
徒

指
導

・
特

別
支

援
教

育
等

に
関

す
る

助
言

に
必

要
な

高
度

な
専

門
的

知
識

・
技

能
 

学
習

指
導

・
生

徒
指

導
・

特
別

支
援

教
育

等
に

関
す

る
助

言
・

指
導

に
必

要
な

高
度

な
専

門
的

知
識

・
技

能
 

校
内

研
修

の
企

画
・

実
施

へ
の

主
体

的
な

参
画

と
資

質
能

力
向

上
に

向
け

た
取

組
 

組
織

的
・

効
果

的
な

校
内

研
修

の
企

画
・

実
施

の
補

佐
と

資
質

能
力

向
上

へ
の

助
言

 
組

織
的

・
効

果
的

な
校

内
研

修
の

企
画

・
実

施
と

資
質

能
力

向
上

へ
の

助
言

・
指

導
 

 

I C T

 や 情 報 ・ 教 育 デ � タ の 利 活 用 ※ 

※
「

IC
T

や
情

報
・

教
育

デ
ー

タ
の

利
活

用
」

は
、「

学
習

指
導

」「
生

徒
指

導
」「

特
別

な
配

慮
や

支
援

を
必

要
と

す
る

子
供

へ
の

対
応

」を
よ

り
効

果
的

に
行

う
た

め
の

手
段

と
し

て
の

位
置

付
け

表表
１１

−−
１１

  
教教

員員
のの

ララ
イイ

フフ
スス

テテ
ーー

ジジ
とと

みみ
やや

ぎぎ
のの

教教
員員

にに
求求

めめ
らら

れれ
るる

資資
質質

能能
力力

【【
教教

諭諭
】】
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経経

験験
段段

階階
  

教教
職職

経経
験験

  
第第

００
期期

  
【【

新新
規規

採採
用用

時時
】】

  
00年年

  

第第
ⅠⅠ

期期
  

【【
基基

礎礎
形形

成成
期期

】】
  

11年年
目目

〜〜
55年年

目目
  

第第
ⅡⅡ

期期
  

【【
資資

質質
成成

⻑⻑
期期

】】
  

66年年
目目

〜〜
1100

年年
目目

  

第第
ⅢⅢ

期期
  

【【
資資

質質
充充

実実
期期

】】
  

1111
年年

目目
〜〜

2200
年年

目目
  

第第
ⅣⅣ

期期
  

【【
深深

化化
発発

展展
期期

】】
  

2211
年年

目目
以以

上上
  

みみ
やや

ぎぎ
のの

  
教教

員員
にに

  
求求

めめ
らら

れれ
るる

  
資資

質質
能能

力力
  

子
供

た
ち

に
最

適
の

学
び

を
提

供
す

る
た

め
、

生
涯

に
わ

た
り

学
び

続
け

る
姿

勢
を

持
ち

続
け

る
。

 
東

日
本

大
震

災
の

経
験

を
踏

ま
え

、
宮

城
の

創
造

的
復

興
を

実
現

し
、

持
続

可
能

な
地

域
社

会
を

つ
く

る
た

め
、

未
来

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

志
を

持
ち

続
け

る
。

 
学

習
指

導
・

生
徒

指
導

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

と
技

能
を

備
え

、
教

諭
と

し
て

の
基

本
的

な
力

量
を

身
に

付
け

る
。

 

学
習

指
導

・
生

徒
指

導
、学

級
経

営
、各

校
務

分
掌

の
業

務
に

つ
い

て
の

一
定

の
職

務
遂

行
能

力
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

学
級

担
任

と
し

て
の

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

学
級

担
任

、
教

科
主

任
と

し
て

の
経

験
を

も
と

に
、

学
習

指
導

、
学

級
経

営
・

学
年

経
営

、
生

徒
指

導
等

の
在

り
方

に
関

し
て

広
い

視
野

に
立

っ
た

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

教
諭

と
し

て
求

め
ら

れ
る

多
様

な
経

験
を

十
分

に
積

み
、

校
内

に
お

け
る

中
核

的
な

役
割

を
果

た
す

教
諭

と
し

て
全

校
的

視
野

に
立

っ
た

指
導

力
を

充
実

さ
せ

る
。

 

教
諭

と
し

て
の

高
い

専
門

性
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
学

校
運

営
上

重
要

な
役

割
を

担
い

、
他

の
職

員
へ

の
助

言
・

援
助

な
ど

指
導

的
役

割
や

、
学

校
や

地
域

全
体

の
教

育
力

向
上

に
貢

献
で

き
る

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

教
員

と
し

て
の

使
命

感
、

教
育

的
愛

情
を

深
め

、
広

く
豊

か
な

教
養

や
人

間
性

を
磨

く
。

 
 学学 校校 のの 教教 育育 力力 をを 構構 成成 すす るる 実実 践践 力力   

授授
業業

力力
  教

科
等

に
関

す
る

専
門

的
知

識
・

技
能

 
教

科
等

に
関

し
、

研
修

を
重

ね
、

最
新

の
高

度
な

専
門

的
知

識
・

技
能

 
学

習
指

導
要

領
の

目
標

・
内

容
を

達
成

す
る

た
め

の
教

育
の

方
法

・
技

術
 

研
修

を
重

ね
、

学
習

指
導

要
領

の
目

標
・

内
容

を
達

成
す

る
た

め
の

最
新

の
高

度
な

教
育

の
方

法
・

技
術

 
子

供
の

学
び

を
引

き
出

す
授

業
づ

く
り

の
視

点
 

社
会

に
開

か
れ

た
教

育
課

程
の

視
点

を
踏

ま
え

た
教

材
研

究
・

教
材

化
の

必
要

性
の

理
解

 
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

の
視

点
を

踏
ま

え
た

教
材

研
究

・
教

材
化

 
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

の
視

点
を

踏
ま

え
た

教
材

研
究

・
教

材
化

へ
の

助
言

 
社

会
に

開
か

れ
た

教
育

課
程

の
視

点
を

踏
ま

え
た

教
材

研
究

・
教

材
化

へ
の

助
言

・
指

導
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

意
義

や
重

要
性

の
理

解
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

視
点

を
踏

ま
え

た
授

業
展

開
・

授
業

改
善

の
実

践
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

視
点

を
踏

ま
え

た
授

業
展

開
・

授
業

改
善

の
実

践
と

教
育

課
程

編
成

へ
の

助
言

 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

視
点

を
踏

ま
え

た
授

業
展

開
・

授
業

改
善

の
実

践
と

教
育

課
程

編
成

へ
の

助
言

・
指

導
 

個
別

の
教

育
支

援
計

画
・

個
別

の
指

導
計

画
の

作
成

の
意

義
と

方
法

の
理

解
 

関
係

機
関

と
連

携
し

た
個

別
の

教
育

支
援

計
画

・
個

別
の

指
導

計
画

の
作

成
・

活
用

 
関

係
機

関
と

連
携

し
た

個
別

の
教

育
支

援
計

画
・

個
別

の
指

導
計

画
の

作
成

・
活

用
・

助
言

 関
係

機
関

と
連

携
し

た
個

別
の

教
育

支
援

計
画

・
個

別
の

指
導

計
画

の
作

成
・

活
用

・
助

言
・

指
導

 
 

授
業

づ
く

り
等

に
関

す
る

若
手

教
員

へ
の

助
言

 
授

業
づ

く
り

等
に

関
す

る
若

手
・

中
堅

教
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

生生
徒徒

指指
導導

力力
  

適
切

な
生

活
指

導
の

理
解

 
適

切
な

生
活

指
導

 
組

織
的

で
適

切
な

生
活

指
導

 
適

切
な

学
級

等
経

営
の

理
解

 
適

切
な

学
級

等
経

営
と

良
好

な
学

習
環

境
の

確
立

 
適

切
な

学
級

等
経

営
と

全
校

的
視

点
で

の
良

好
な

学
習

環
境

の
確

立
 

適
切

な
学

級
等

経
営

と
全

校
的

・
地

域
的

視
点

で
の

良
好

な
学

習
環

境
の

確
立

 
生

徒
指

導
的

観
点

か
ら

の
授

業
や

学
校

行
事

の
改

善
の

理
解

 
生

徒
指

導
的

観
点

か
ら

の
授

業
や

学
校

行
事

の
改

善
の

視
点

 
生

徒
指

導
的

観
点

か
ら

の
授

業
や

学
校

行
事

の
改

善
の

実
践

と
教

育
課

程
編

成
へ

の
助

言
 

生
徒

指
導

的
観

点
か

ら
の

授
業

や
学

校
行

事
の

改
善

の
実

践
と

教
育

課
程

編
成

へ
の

助
言

・
指

導
 

い
じ

め
な

ど
の

問
題

や
不

登
校

を
理

解
す

る
姿

勢
と

組
織

的
対

応
の

視
点

の
理

解
 

い
じ

め
な

ど
の

問
題

や
不

登
校

を
理

解
す

る
姿

勢
と

組
織

的
対

応
の

視
点

 
い

じ
め

な
ど

の
問

題
や

不
登

校
を

理
解

す
る

姿
勢

の
学

校
全

体
で

の
共

有
と

組
織

的
対

応
の

体
制

整
備

の
支

援
 

い
じ

め
な

ど
の

問
題

や
不

登
校

を
理

解
す

る
姿

勢
の

学
校

全
体

で
の

共
有

と
組

織
的

対
応

の
体

制
整

備
の

主
導

 
い

じ
め

、
不

登
校

、
心

の
ケ

ア
、

特
別

な
配

慮
や

支
援

を
必

要
と

す
る

子
供

へ
の

対
応

の
た

め
、

教
育

相
談

や
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
基

礎
的

な
知

識
・

技
法

 
い

じ
め

、不
登

校
、心

の
ケ

ア
、特

別
な

配
慮

や
支

援
を

必
要

と
す

る
子

供
へ

の
対

応
の

た
め

、
教

育
相

談
や

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

最
新

の
知

識
・

技
法

と
若

手
教

員
へ

の
助

言
 

い
じ

め
、

不
登

校
、

心
の

ケ
ア

、
特

別
な

配
慮

や
支

援
を

必
要

と
す

る
子

供
へ

の
対

応
の

た
め

、
教

育
相

談
や

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

最
新

の
知

識
・

技
法

と
若

手
・

中
堅

教
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

下
で

の
連

携
・

協
働

の
重

要
性

の
理

解
 

教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
の

視
点

 教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
の

支
援

 

教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
の

主
導

 

子子
供供

理理
解解

  

共
感

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
と

向
上

さ
せ

る
姿

勢
 

子
供

の
心

理
に

関
す

る
基

礎
的

知
識

 
子

供
の

心
理

に
関

す
る

専
門

的
知

識
 

子
供

の
心

理
に

関
す

る
最

新
の

専
門

的
知

識
 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

を
多

面
的

・
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

を
多

面
的

・
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
と

若
手

教
員

へ
の

助
言

 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

を
多

面
的

・
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
と

若
手

・
中

堅
教

員
へ

の
助

言
・

指
導

 
子

供
の

心
の

変
化

や
状

況
を

中
⻑

期
的

に
把

握
す

る
視

点
 

学学
校校

をを
  

支支
ええ

るる
力力

   
自

己
の

役
割

と
責

任
の

自
覚

 
適

切
・

効
率

的
な

校
務

遂
行

の
た

め
の

手
法

（
教

育
法

規
・

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
等

）
 

適
切

・
効

率
的

な
校

務
遂

行
 

広
い

視
野

か
ら

の
適

切
・

効
率

的
な

校
務

遂
行

 
全

校
的

視
点

か
ら

の
適

切
・

効
率

的
な

校
務

遂
行

 
全

校
的

・
地

域
的

視
点

か
ら

の
適

切
・

効
率

的
な

校
務

遂
行

 
他

教
職

員
と

の
協

調
の

重
要

性
の

理
解

 
他

教
職

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
協

調
性

 
他

教
職

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
協

調
性

と
若

手
教

員
の

意
見

等
の

把
握

・
調

整
 

他
教

職
員

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

協
調

性
と

若
手・

中
堅

教
員

の
意

見
等

の
把

握・
調

整
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

重
要

性
の

理
解

 
地

域
・

保
護

者
や

学
校

外
の

専
門

家
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
構

築
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

教
育

活
動

の
実

践
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

教
育

活
動

の
主

導
と

若
手

教
員

へ
の

助
言

 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
効

果
的

な
連

携
・

協
働

の
在

り
方

へ
の

若
手

・
中

堅
教

員
へ

の
助

言
・

指
導

 

実実 践践 力力 のの 基基 盤盤 とと なな るる 意意 欲欲 ・・ ⼈⼈ 間間 性性 等等   

教教
育育

へへ
のの

  
情情

熱熱
  子

供
た

ち
に

対
す

る
深

い
愛

情
 

教
員

と
し

て
の

高
い

使
命

感
・

情
熱

 
子

供
の

命
を

守
る

強
い

覚
悟

 
学

校
を

安
全

で
安

心
な

学
び

の
場

と
す

る
心

構
え

 
教

育
者

と
し

て
の

高
い

倫
理

観
・

責
任

感
 

たた
くく

まま
しし

くく
  

豊豊
かか

なな
  

⼈⼈
間間

性性
  精

神
的

な
た

く
ま

し
さ

 
広

く
豊

か
な

教
養

・
常

識
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

 
他

者
を

思
い

や
る

心
 

心
身

の
健

康
・

適
切

な
自

己
管

理
 

自自
己己

研研
鑽鑽

力力
  高

度
専

門
職

と
し

て
の

教
育

公
務

員
で

あ
る

こ
と

の
自

覚
 

自
ら

学
び

続
け

、
成

⻑
し

続
け

る
意

欲
 

課
題

意
識

と
改

善
努

力
・

変
革

す
る

挑
戦

心
 

客
観

的
な

自
己

分
析

 
教

員
同

士
で

共
に

学
び

合
う

意
識

 
 

同
年

代
・

後
輩

教
員

の
学

び
の

支
援

・
助

言
 

O
JT

の
支

援
と

若
手

教
員

へ
の

助
言

 
O

JT
の

支
援

と
若

手・
中

堅
教

員
へ

の
助

言・
指

導
 

 

 

主主
任任

・・
ミミ

ドド
ルル

リリ
ーー

ダダ
ーー

層層
  

活
力

あ
る

学
校

運
営

に
参

画
す

る
た

め
の

企
画

調
整

力
と

実
践

力
を

養
う

。
 

副副
校校

⻑⻑
・・

教教
頭頭

  
学

校
経

営
・

運
営

の
補

佐
及

び
助

言
者

と
し

て
の

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

校校
⻑⻑

  
学

校
経

営
・

運
営

の
責

任
者

と
し

て
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
べ

く
、

指
導

者
及

び
校

⻑
と

し
て

の
力

量
を

向
上

さ
せ

る
。

 

学学
校校

のの
リリ

ーー
ダダ

ーー
  

とと
しし

てて
のの

  
基基

本本
的的

なな
素素

養養
  

確
固

た
る

教
育

へ
の

理
想

・
教

育
観

 
豊

か
な

人
間

性
・

品
格

 
学

校
を

支
え

る
職

と
し

て
の

使
命

感
 

教
頭

(副
校

⻑
)と

し
て

の
使

命
感

 
校

⻑
と

し
て

の
使

命
感

と
最

終
的

な
責

任
を

負
う

覚
悟

 
課

題
意

識
と

学
校

改
善

の
意

思
 

学学
校校

経経
営営

能能
力力

  

学
校

ビ
ジ

ョ
ン

・
経

営
計

画
の

具
現

化
に

向
け

た
教

職
員

の
リ

ー
ド

 
学

校
ビ

ジ
ョ

ン
・

経
営

計
画

策
定

へ
の

積
極

的
な

関
与

と
地

域
等

と
の

共
有

・
運

営
の

補
佐

 
学

校
ビ

ジ
ョ

ン
・

経
営

計
画

の
策

定
と

地
域

等
と

の
共

有
・

運
営

 
的

確
な

情
報

把
握

 
的

確
な

情
報

把
握

と
教

育
実

践
へ

の
活

用
へ

の
補

佐
 

的
確

な
情

報
把

握
・

分
析

と
教

育
実

践
へ

の
活

用
 

風
通

し
の

良
い

職
場

環
境

づ
く

り
の

支
援

と
教

職
員

の
能

力
・

適
性

把
握

・
適

切
な

助
言

 
風

通
し

の
良

い
職

場
環

境
づ

く
り

と
教

職
員

の
能

力
・

適
性

把
握

・
適

切
な

助
言

・
指

導
 

風
通

し
の

良
い

職
場

環
境

づ
く

り
と

教
職

員
の

能
力

・
適

性
を

把
握

し
た

組
織

体
制

の
構

築
 

学
校

の
適

切
な

組
織

化
・

運
用

の
視

点
 

学
校

の
適

切
な

組
織

化
・

運
用

と
効

率
的

・
効

果
的

な
学

校
経

営
の

補
佐

 
学

校
の

適
切

な
組

織
化

・
運

用
と

効
率

的
効

果
的

な
学

校
経

営
 

組組
織織

管管
理理

  
運運

営営
能能

力力
  

適
切

な
危

機
管

理
の

補
佐

 
適

切
な

危
機

管
理

 
服

務
規

律
の

遵
守

と
教

職
員

の
手

本
 

服
務

規
律

徹
底

の
た

め
の

助
言

・
指

導
と

率
先

し
た

模
範

 
服

務
規

律
徹

底
の

た
め

の
指

導
監

督
と

率
先

し
た

模
範

 
心

身
の

健
康

の
保

持
増

進
に

向
け

た
環

境
づ

く
り

 
心

身
の

健
康

の
保

持
増

進
に

関
す

る
情

報
の

共
有

と
組

織
的

な
対

応
 

心
身

の
健

康
の

保
持

増
進

に
関

す
る

組
織

的
な

対
応

 
教

育
課

程
編

成
へ

の
主

体
的

な
参

画
と

授
業

実
践

等
へ

の
適

切
な

助
言

 
実

情
に

応
じ

た
教

育
課

程
編

成
の

補
佐

と
授

業
実

践
等

へ
の

適
切

な
助

言
・

指
導

 
実

情
に

応
じ

た
教

育
課

程
編

成
と

授
業

実
践

等
へ

の
適

切
な

助
言

・
指

導
 

文
書

・
会

計
管

理
の

適
切

な
実

施
へ

の
助

言
 

学
校

事
務

管
理

へ
の

適
切

な
助

言
・

指
導

 
適

切
な

学
校

事
務

管
理

 
学

習
指

導
要

領
・

教
育

法
規

等
の

知
識

と
適

切
な

助
言

 
学

習
指

導
要

領
・

教
育

法
規

等
の

知
識

と
適

切
な

助
言

・
指

導
 

学
習

指
導

要
領

・
教

育
法

規
等

の
知

識
と

指
導

監
督

 

外外
部部

連連
携携

能能
力力

  

保
護

者
・

地
域

の
意

見
・

要
望

の
的

確
な

把
握

 
外

部
機

関
等

と
の

連
携

・
協

働
へ

の
主

体
的

な
取

組
 

外
部

機
関

等
と

の
連

携
・

協
働

体
制

構
築

の
補

佐
 

学
校

ビ
ジ

ョ
ン

・
経

営
計

画
を

踏
ま

え
た

外
部

機
関

等
と

の
連

携
・

協
働

体
制

の
構

築
 

情
報

発
信

へ
の

主
体

的
な

取
組

 
積

極
的

な
情

報
発

信
の

補
佐

と
保

護
者

・
地

域
の

理
解

・
協

力
 

積
極

的
な

情
報

発
信

と
保

護
者

・
地

域
の

理
解

協
力

 

⼈⼈
材材

育育
成成

能能
力力

  

教
職

員
と

の
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

意
思

疎
通

・
信

頼
関

係
の

構
築

 
教

職
員

の
適

正
な

評
価

の
た

め
に

必
要

な
補

佐
 

教
職

員
の

能
力

・
適

性
等

に
応

じ
た

動
機

付
け

と
適

正
な

評
価

 
学

習
指

導
・

生
徒

指
導

・
特

別
支

援
教

育
等

に
関

す
る

助
言

に
必

要
な

高
度

な
専

門
的

知
識

・
技

能
 

学
習

指
導

・
生

徒
指

導
・

特
別

支
援

教
育

等
に

関
す

る
助

言
・

指
導

に
必

要
な

高
度

な
専

門
的

知
識

・
技

能
 

校
内

研
修

の
企

画
・

実
施

へ
の

主
体

的
な

参
画

と
資

質
能

力
向

上
に

向
け

た
取

組
 

組
織

的
・

効
果

的
な

校
内

研
修

の
企

画
・

実
施

の
補

佐
と

資
質

能
力

向
上

へ
の

助
言

 
組

織
的

・
効

果
的

な
校

内
研

修
の

企
画

・
実

施
と

資
質

能
力

向
上

へ
の

助
言

・
指

導
 

 

I C T

 や 情 報 ・ 教 育 デ � タ の 利 活 用 ※ 

※
「

IC
T

や
情

報
・

教
育

デ
ー

タ
の

利
活

用
」

は
、「

学
習

指
導

」「
生

徒
指

導
」「

特
別

な
配

慮
や

支
援

を
必

要
と

す
る

子
供

へ
の

対
応

」を
よ

り
効

果
的

に
行

う
た

め
の

手
段

と
し

て
の

位
置

付
け

表表
１１

−−
１１

  
教教

員員
のの

ララ
イイ

フフ
スス

テテ
ーー

ジジ
とと

みみ
やや

ぎぎ
のの

教教
員員

にに
求求

めめ
らら

れれ
るる

資資
質質

能能
力力

【【
教教

諭諭
】】

  

－　　－10



 
経経

験験
段段

階階
  

教教
職職

経経
験験

  
第第

００
期期

  
【【

新新
規規

採採
用用

時時
】】

  
00年年

  

第第
ⅠⅠ

期期
  

【【
基基

礎礎
形形

成成
期期

】】
  

11年年
目目

〜〜
55年年

目目
  

第第
ⅡⅡ

期期
  

【【
資資

質質
成成

⻑⻑
期期

】】
  

66年年
目目

〜〜
1100

年年
目目

  

第第
ⅢⅢ

期期
  

【【
資資

質質
充充

実実
期期

】】
  

1111
年年

目目
〜〜

2200
年年

目目
  

第第
ⅣⅣ

期期
  

【【
深深

化化
発発

展展
期期

】】
  

2211
年年

目目
以以

上上
  

みみ
やや

ぎぎ
のの

  
教教

員員
にに

  
求求

めめ
らら

れれ
るる

  
資資

質質
能能

力力
  

子
供

た
ち

に
最

適
の

学
び

を
提

供
す

る
た

め
、

生
涯

に
わ

た
り

学
び

続
け

る
姿

勢
を

持
ち

続
け

る
。

 
東

日
本

大
震

災
の

経
験

を
踏

ま
え

、
宮

城
の

創
造

的
復

興
を

実
現

し
、

持
続

可
能

な
地

域
社

会
を

つ
く

る
た

め
、

未
来

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

志
を

持
ち

続
け

る
。

 
保

健
管

理
・

保
健

教
育

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

と
技

能
を

備
え

、
養

護
教

諭
と

し
て

の
基

本
的

な
力

量
を

身
に

付
け

る
。

 

保
健

管
理

・
保

健
教

育
、校

務
分

掌
に

つ
い

て
の

一
定

の
職

務
遂

行
能

力
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

養
護

教
諭

と
し

て
の

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

養
護

教
諭

と
し

て
の

知
識

や
経

験
を

も
と

に
、保

健
管

理
・

保
健

教
育

の
視

点
か

ら
、学

校
の

管
理

運
営

等
を

見
る

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

養
護

教
諭

と
し

て
求

め
ら

れ
る

多
様

な
経

験
を

十
分

に
積

み
、

校
内

に
お

け
る

中
核

的
な

役
割

を
果

た
す

養
護

教
諭

と
し

て
全

校
的

視
野

に
立

っ
た

指
導

力
を

充
実

さ
せ

る
。

 

養
護

教
諭

と
し

て
の

高
い

専
門

性
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
学

校
運

営
上

重
要

な
役

割
を

担
い

、他
の

職
員

へ
の

助
言

・
援

助
な

ど
指

導
的

役
割

や
、

学
校

や
地

域
全

体
の

教
育

力
向

上
に

貢
献

で
き

る
力

量
を

向
上

さ
せ

る
。

 
教

員
と

し
て

の
使

命
感

、
教

育
的

愛
情

を
深

め
、

広
く

豊
か

な
教

養
や

人
間

性
を

磨
く

。
 

 学学 校校 のの 教教 育育 力力 をを 構構 成成 すす るる 実実 践践 力力   

保保
健健

管管
理理

力力
  学

校
保

健
安

全
法

等
に

関
す

る
理

解
 

健
康

課
題

の
把

握
・

教
職

員
と

連
携

し
た

課
題

解
決

の
実

践
 

健
康

課
題

の
解

決
に

向
け

た
教

職
員

・
関

係
機

関
と

連
携

し
た

組
織

的
取

組
の

実
践

 
健

康
課

題
の

解
決

に
向

け
た

組
織

的
取

組
の

推
進

と
教

職
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

健
康

課
題

の
解

決
に

向
け

た
組

織
的

取
組

の
推

進
と

地
域

の
養

護
教

諭
へ

の
助

言
・

指
導

 
疾

病
等

の
管

理
・

予
防

の
理

解
 

教
職

員
・

外
部

機
関

と
連

携
し

た
疾

病
等

の
管

理
・

予
防

 
教

職
員

・
外

部
機

関
と

連
携

し
た

疾
病

等
の

管
理

・
予

防
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

疾
病

等
の

管
理

・
予

防
の

中
心

と
地

域
の

養
護

教
諭

へ
の

助
言

・
指

導
 

危
機

管
理

や
緊

急
時

の
対

応
・

体
制

へ
の

理
解

 
緊

急
時

の
適

切
な

対
応

 
緊

急
時

の
適

切
な

対
応

と
研

修
の

企
画

・
運

営
 

緊
急

時
の

適
切

な
対

応
と

地
域

の
組

織
的

体
制

整
備

へ
の

参
画

・
研

修
の

企
画

・
運

営
 

学
校

環
境

衛
生

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
環

境
整

備
の

理
解

 
学

校
環

境
衛

生
基

準
に

基
づ

く
適

切
な

環
境

整
備

・
改

善
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

教
職

員
と

連
携

し
た

学
校

環
境

衛
生

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
環

境
整

備
・

改
善

と
教

職
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

教
職

員
・

外
部

機
関

と
連

携
し

た
学

校
環

境
衛

生
基

準
に

基
づ

く
適

切
な

環
境

維
持

と
教

職
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

保保
健健

教教
育育

力力
  

教
科

等
の

指
導

に
お

け
る

養
護

教
諭

の
役

割
の

理
解

 
指

導
計

画
作

成
へ

の
参

画
・

保
健

教
育

の
実

践
 

指
導

計
画

作
成

へ
の

参
画

・
教

職
員

と
連

携
し

た
保

健
教

育
の

実
践

 
指

導
計

画
作

成
へ

の
参

画
・

保
健

教
育

の
実

践
・

教
職

員
へ

の
助

言
 

指
導

計
画

作
成

へ
の

参
画

・
保

健
教

育
の

実
践

・
教

職
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

健健
康康

相相
談談

力力
  

保保
健健

指指
導導

力力
  

健
康

相
談

・
保

健
指

導
の

方
法

・
技

術
の

理
解

 健
康

課
題

の
把

握
と

健
康

相
談

・
保

健
指

導
の

実
施

 
教

職
員

と
連

携
し

た
健

康
相

談
・

保
健

指
導

の
実

施
と

校
内

体
制

構
築

・
連

携
調

整
 

教
職

員
と

連
携

を
密

に
し

た
健

康
相

談
・

保
健

指
導

の
実

施
と

校
内

体
制

構
築

・
連

携
調

整
・

教
職

員
へ

の
助

言
 

教
職

員
と

連
携

を
密

に
し

た
健

康
相

談
・

保
健

指
導

の
実

施
と

相
談

で
き

る
校

内
体

制
の

構
築

・
教

職
員

へ
の

助
言

 
健

康
課

題
に

必
要

な
支

援
計

画
の

理
解

 
健

康
課

題
に

必
要

な
支

援
計

画
の

立
案

 
保

護
者

等
と

連
携

し
た

健
康

課
題

に
必

要
な

支
援

計
画

の
立

案
・

改
善

支
援

 
保

護
者

等
と

連
携

し
た

健
康

課
題

に
必

要
な

支
援

計
画

の
立

案
・

改
善

の
助

言
・

指
導

 

教
職

員
・

外
部

機
関

等
と

の
連

携
の

理
解

 
教

職
員

・
外

部
機

関
等

と
の

連
携

 
教

職
員

・
外

部
機

関
等

と
の

連
携

支
援

 
教

職
員

・
外

囲
部

機
関

等
と

の
連

携
構

築
・

支
援

 

子子
供供

理理
解解

  

教
育

相
談

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
専

門
的

な
知

識
・

技
法

の
理

解
 

教
育

相
談

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
知

識
・

技
法

と
実

施
 

教
育

相
談

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
知

識
・

技
法

と
実

施
・

教
職

員
へ

の
支

援
・

校
内

専
門

家
と

教
職

員
の

連
携

関
係

の
構

築
 

教
育

相
談

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
知

識
・

技
法

の
実

施
・

教
職

員
へ

の
助

言
・

校
内

専
門

家
と

教
職

員
・

外
部

機
関

の
連

携
関

係
の

構
築

 

教
育

相
談

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
知

識
・

技
法

の
実

施
・

教
職

員
・

地
域

の
養

護
教

諭
へ

の
助

言
・

指
導

や
校

内
専

門
家

と
教

職
員

・
外

部
機

関
の

連
携

関
係

の
構

築
 

共
感

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
 

子
供

の
支

援
に

関
す

る
専

門
的

知
識

 
子

供
の

支
援

に
関

す
る

専
門

的
知

識
と

支
援

 
子

供
の

支
援

に
関

す
る

専
門

的
知

識
と

教
職

員
と

連
携

し
た

支
援

 
子

供
の

支
援

に
関

す
る

専
門

的
知

識
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

子
供

の
支

援
に

関
す

る
専

門
的

知
識

と
実

情
を

踏
ま

え
た

教
職

員
へ

の
助

言
・

指
導

 
発

達
障

害
を

含
む

障
害

等
へ

の
理

解
な

ど
子

供
を

多
面

的
・

総
合

的
に

理
解

す
る

視
点

 
発

達
障

害
を

含
む

障
害

等
へ

の
理

解
な

ど
子

供
へ

の
多

面
的

・
総

合
的

理
解

 
発

達
障

害
を

含
む

障
害

等
へ

の
理

解
な

ど
子

供
へ

の
多

面
的

・
総

合
的

理
解

と
教

職
員

へ
の

支
援

 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

へ
の

多
面

的
・

総
合

的
理

解
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

へ
の

多
面

的
・

総
合

的
理

解
と

教
職

員
へ

の
助

言
・

指
導

 
子

供
の

心
の

変
化

や
状

況
を

中
⻑

期
的

に
把

握
す

る
必

要
性

の
理

解
 

子
供

の
心

の
変

化
や

状
況

を
中

⻑
期

的
に

把
握

す
る

視
点

 
子

供
の

心
の

変
化

や
状

況
を

中
⻑

期
的

把
握

 
子

供
の

心
の

変
化

や
状

況
を

中
⻑

期
的

把
握

と
視

点
を

持
つ

必
要

性
の

教
職

員
へ

の
助

言
 

学学
校校

をを
  

支支
ええ

るる
力力

  保
健

組
織

活
動

の
意

義
・

目
的

や
チ

ー
ム

学
校

と
し

て
の

連
携

・
協

働
の

方
法

の
理

解
 

保
健

組
織

活
動

を
推

進
す

る
た

め
の

教
職

員
と

の
関

わ
り

と
養

護
教

諭
と

し
て

の
遂

行
 

保
健

組
織

活
動

を
推

進
す

る
た

め
の

保
健

計
画

の
策

定
・

教
職

員
へ

の
助

言
 

地
域

・
関

係
機

関
と

の
連

携
・

協
働

体
制

の
構

築
と

保
健

組
織

活
動

の
推

進
 

地
域

・
関

係
機

関
と

連
携

し
た

保
健

計
画

の
策

定
や

教
職

員
へ

の
助

言
、

学
校

運
営

へ
の

参
画

 
保

健
室

経
営

の
意

義
・

計
画

の
作

成
方

法
等

の
理

解
 

学
校

教
育

目
標

等
を

踏
ま

え
た

保
健

室
経

営
計

画
の

立
案

・
実

施
と

教
職

員
と

の
共

有
 

健
康

課
題

を
踏

ま
え

た
保

健
室

経
営

計
画

の
立

案
・

実
施

 
地

域
・

学
校

の
実

情
、

健
康

課
題

を
踏

ま
え

た
保

健
室

経
営

計
画

の
立

案
と

教
職

員
と

の
共

有
 

教
職

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
協

調
性

 
教

職
員

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

協
調

性
と

教
職

員
の

意
見

等
の

把
握

・
調

整
 

教
職

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
協

調
性

と
教

職
員

・
地

域
等

の
意

見
等

の
把

握
・

調
整

 
い

じ
め

な
ど

の
問

題
や

不
登

校
へ

の
理

解
 

い
じ

め
な

ど
の

問
題

や
不

登
校

の
共

有
と

組
織

的
対

応
 

い
じ

め
な

ど
の

問
題

や
不

登
校

の
共

有
と

組
織

的
対

応
・

体
制

整
備

の
支

援
 

い
じ

め
な

ど
の

問
題

や
不

登
校

の
共

有
と

組
織

的
対

応
・

体
制

整
備

の
組

織
と

地
域

の
養

護
教

諭
へ

の
助

言
・

指
導

 
地

域
・

保
護

者
や

学
校

外
の

専
門

家
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

構
築

の
必

要
性

の
理

解
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

保
健

組
織

活
動

の
実

践
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

保
健

組
織

活
動

の
主

導
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

保
健

組
織

活
動

の
主

導
と

教
職

員
・

地
域

の
養

護
教

諭
へ

の
助

言
・

指
導

 

実実 践践 力力 のの 基基 盤盤 とと なな るる 意意 欲欲 ・・ ⼈⼈ 間間 性性 等等   

教教
育育

へへ
のの

  
情情

熱熱
  

子
供

た
ち

に
対

す
る

深
い

愛
情

 
教

員
と

し
て

の
高

い
使

命
感

・
情

熱
 

子
供

の
命

を
守

る
強

い
覚

悟
 

学
校

を
安

全
で

安
心

な
学

び
の

場
と

す
る

心
構

え
 

教
育

者
と

し
て

の
高

い
倫

理
観

・
責

任
感

 

たた
くく

まま
しし

くく
  

豊豊
かか

なな
  

⼈⼈
間間

性性
  

精
神

的
な

た
く

ま
し

さ
 

広
く

豊
か

な
教

養
・

常
識

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
 

他
者

を
思

い
や

る
心

 
心

身
の

健
康

・
適

切
な

自
己

管
理

 

自自
己己

研研
鑽鑽

力力
  

高
度

専
門

職
と

し
て

の
教

育
公

務
員

で
あ

る
こ

と
の

自
覚

 
自

ら
学

び
続

け
、

成
⻑

し
続

け
る

意
欲

 
課

題
意

識
と

改
善

努
力

・
変

革
す

る
挑

戦
心

 
客

観
的

な
自

己
分

析
 

教
員

同
士

で
共

に
学

び
合

う
意

識
 

 
同

年
代

・
後

輩
教

員
の

学
び

の
支

援
・

助
言

 
O

JT
の

支
援

と
若

手
教

員
へ

の
助

言
 

O
JT

の
支

援
と

若
手・

中
堅

教
員

へ
の

助
言・

指
導

 
※

「
IC

T
や

情
報

・
教

育
デ

ー
タ

の
利

活
用

」
は

、「
学

習
指

導
」「

生
徒

指
導

」「
特

別
な

配
慮

や
支

援
を

必
要

と
す

る
子

供
へ

の
対

応
」

を
よ

り
効

果
的

に
行

う
た

め
の

手
段

と
し

て
の

位
置

付
け

 
 

                   
 

表表
１１

−−
２２

  
教教

員員
のの

ララ
イイ

フフ
スス

テテ
ーー

ジジ
とと

みみ
やや

ぎぎ
のの

教教
員員

にに
求求

めめ
らら

れれ
るる

資資
質質

能能
力力

【【
養養

護護
教教

諭諭
】】

  

I C T

 や 情 報 ・ 教 育 デ � タ の 利 活 用 ※ 

－　　－11



 
経経

験験
段段

階階
  

教教
職職

経経
験験

  
第第

００
期期

  
【【

新新
規規

採採
用用

時時
】】

  
00年年

  

第第
ⅠⅠ

期期
  

【【
基基

礎礎
形形

成成
期期

】】
  

11年年
目目

〜〜
55年年

目目
  

第第
ⅡⅡ

期期
  

【【
資資

質質
成成

⻑⻑
期期

】】
  

66年年
目目

〜〜
1100

年年
目目

  

第第
ⅢⅢ

期期
  

【【
資資

質質
充充

実実
期期

】】
  

1111
年年

目目
〜〜

2200
年年

目目
  

第第
ⅣⅣ

期期
  

【【
深深

化化
発発

展展
期期

】】
  

2211
年年

目目
以以

上上
  

みみ
やや

ぎぎ
のの

  
教教

員員
にに

  
求求

めめ
らら

れれ
るる

  
資資

質質
能能

力力
  

子
供

た
ち

に
最

適
の

学
び

を
提

供
す

る
た

め
、

生
涯

に
わ

た
り

学
び

続
け

る
姿

勢
を

持
ち

続
け

る
。

 
東

日
本

大
震

災
の

経
験

を
踏

ま
え

、
宮

城
の

創
造

的
復

興
を

実
現

し
、

持
続

可
能

な
地

域
社

会
を

つ
く

る
た

め
、

未
来

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

志
を

持
ち

続
け

る
。

 
保

健
管

理
・

保
健

教
育

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

と
技

能
を

備
え

、
養

護
教

諭
と

し
て

の
基

本
的

な
力

量
を

身
に

付
け

る
。

 

保
健

管
理

・
保

健
教

育
、校

務
分

掌
に

つ
い

て
の

一
定

の
職

務
遂

行
能

力
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

養
護

教
諭

と
し

て
の

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

養
護

教
諭

と
し

て
の

知
識

や
経

験
を

も
と

に
、保

健
管

理
・

保
健

教
育

の
視

点
か

ら
、学

校
の

管
理

運
営

等
を

見
る

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

養
護

教
諭

と
し

て
求

め
ら

れ
る

多
様

な
経

験
を

十
分

に
積

み
、

校
内

に
お

け
る

中
核

的
な

役
割

を
果

た
す

養
護

教
諭

と
し

て
全

校
的

視
野

に
立

っ
た

指
導

力
を

充
実

さ
せ

る
。

 

養
護

教
諭

と
し

て
の

高
い

専
門

性
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
学

校
運

営
上

重
要

な
役

割
を

担
い

、他
の

職
員

へ
の

助
言

・
援

助
な

ど
指

導
的

役
割

や
、

学
校

や
地

域
全

体
の

教
育

力
向

上
に

貢
献

で
き

る
力

量
を

向
上

さ
せ

る
。

 
教

員
と

し
て

の
使

命
感

、
教

育
的

愛
情

を
深

め
、

広
く

豊
か

な
教

養
や

人
間

性
を

磨
く

。
 

 学学 校校 のの 教教 育育 力力 をを 構構 成成 すす るる 実実 践践 力力   

保保
健健

管管
理理

力力
  学

校
保

健
安

全
法

等
に

関
す

る
理

解
 

健
康

課
題

の
把

握
・

教
職

員
と

連
携

し
た

課
題

解
決

の
実

践
 

健
康

課
題

の
解

決
に

向
け

た
教

職
員

・
関

係
機

関
と

連
携

し
た

組
織

的
取

組
の

実
践

 
健

康
課

題
の

解
決

に
向

け
た

組
織

的
取

組
の

推
進

と
教

職
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

健
康

課
題

の
解

決
に

向
け

た
組

織
的

取
組

の
推

進
と

地
域

の
養

護
教

諭
へ

の
助

言
・

指
導

 
疾

病
等

の
管

理
・

予
防

の
理

解
 

教
職

員
・

外
部

機
関

と
連

携
し

た
疾

病
等

の
管

理
・

予
防

 
教

職
員

・
外

部
機

関
と

連
携

し
た

疾
病

等
の

管
理

・
予

防
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

疾
病

等
の

管
理

・
予

防
の

中
心

と
地

域
の

養
護

教
諭

へ
の

助
言

・
指

導
 

危
機

管
理

や
緊

急
時

の
対

応
・

体
制

へ
の

理
解

 
緊

急
時

の
適

切
な

対
応

 
緊

急
時

の
適

切
な

対
応

と
研

修
の

企
画

・
運

営
 

緊
急

時
の

適
切

な
対

応
と

地
域

の
組

織
的

体
制

整
備

へ
の

参
画

・
研

修
の

企
画

・
運

営
 

学
校

環
境

衛
生

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
環

境
整

備
の

理
解

 
学

校
環

境
衛

生
基

準
に

基
づ

く
適

切
な

環
境

整
備

・
改

善
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

教
職

員
と

連
携

し
た

学
校

環
境

衛
生

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
環

境
整

備
・

改
善

と
教

職
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

教
職

員
・

外
部

機
関

と
連

携
し

た
学

校
環

境
衛

生
基

準
に

基
づ

く
適

切
な

環
境

維
持

と
教

職
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

保保
健健

教教
育育

力力
  

教
科

等
の

指
導

に
お

け
る

養
護

教
諭

の
役

割
の

理
解

 
指

導
計

画
作

成
へ

の
参

画
・

保
健

教
育

の
実

践
 

指
導

計
画

作
成

へ
の

参
画

・
教

職
員

と
連

携
し

た
保

健
教

育
の

実
践

 
指

導
計

画
作

成
へ

の
参

画
・

保
健

教
育

の
実

践
・

教
職

員
へ

の
助

言
 

指
導

計
画

作
成

へ
の

参
画

・
保

健
教

育
の

実
践

・
教

職
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

健健
康康

相相
談談

力力
  

保保
健健

指指
導導

力力
  

健
康

相
談

・
保

健
指

導
の

方
法

・
技

術
の

理
解

 健
康

課
題

の
把

握
と

健
康

相
談

・
保

健
指

導
の

実
施

 
教

職
員

と
連

携
し

た
健

康
相

談
・

保
健

指
導

の
実

施
と

校
内

体
制

構
築

・
連

携
調

整
 

教
職

員
と

連
携

を
密

に
し

た
健

康
相

談
・

保
健

指
導

の
実

施
と

校
内

体
制

構
築

・
連

携
調

整
・

教
職

員
へ

の
助

言
 

教
職

員
と

連
携

を
密

に
し

た
健

康
相

談
・

保
健

指
導

の
実

施
と

相
談

で
き

る
校

内
体

制
の

構
築

・
教

職
員

へ
の

助
言

 
健

康
課

題
に

必
要

な
支

援
計

画
の

理
解

 
健

康
課

題
に

必
要

な
支

援
計

画
の

立
案

 
保

護
者

等
と

連
携

し
た

健
康

課
題

に
必

要
な

支
援

計
画

の
立

案
・

改
善

支
援

 
保

護
者

等
と

連
携

し
た

健
康

課
題

に
必

要
な

支
援

計
画

の
立

案
・

改
善

の
助

言
・

指
導

 

教
職

員
・

外
部

機
関

等
と

の
連

携
の

理
解

 
教

職
員

・
外

部
機

関
等

と
の

連
携

 
教

職
員

・
外

部
機

関
等

と
の

連
携

支
援

 
教

職
員

・
外

囲
部

機
関

等
と

の
連

携
構

築
・

支
援

 

子子
供供

理理
解解

  

教
育

相
談

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
専

門
的

な
知

識
・

技
法

の
理

解
 

教
育

相
談

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
知

識
・

技
法

と
実

施
 

教
育

相
談

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
知

識
・

技
法

と
実

施
・

教
職

員
へ

の
支

援
・

校
内

専
門

家
と

教
職

員
の

連
携

関
係

の
構

築
 

教
育

相
談

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
知

識
・

技
法

の
実

施
・

教
職

員
へ

の
助

言
・

校
内

専
門

家
と

教
職

員
・

外
部

機
関

の
連

携
関

係
の

構
築

 

教
育

相
談

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
知

識
・

技
法

の
実

施
・

教
職

員
・

地
域

の
養

護
教

諭
へ

の
助

言
・

指
導

や
校

内
専

門
家

と
教

職
員

・
外

部
機

関
の

連
携

関
係

の
構

築
 

共
感

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
 

子
供

の
支

援
に

関
す

る
専

門
的

知
識

 
子

供
の

支
援

に
関

す
る

専
門

的
知

識
と

支
援

 
子

供
の

支
援

に
関

す
る

専
門

的
知

識
と

教
職

員
と

連
携

し
た

支
援

 
子

供
の

支
援

に
関

す
る

専
門

的
知

識
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

子
供

の
支

援
に

関
す

る
専

門
的

知
識

と
実

情
を

踏
ま

え
た

教
職

員
へ

の
助

言
・

指
導

 
発

達
障

害
を

含
む

障
害

等
へ

の
理

解
な

ど
子

供
を

多
面

的
・

総
合

的
に

理
解

す
る

視
点

 
発

達
障

害
を

含
む

障
害

等
へ

の
理

解
な

ど
子

供
へ

の
多

面
的

・
総

合
的

理
解

 
発

達
障

害
を

含
む

障
害

等
へ

の
理

解
な

ど
子

供
へ

の
多

面
的

・
総

合
的

理
解

と
教

職
員

へ
の

支
援

 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

へ
の

多
面

的
・

総
合

的
理

解
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

へ
の

多
面

的
・

総
合

的
理

解
と

教
職

員
へ

の
助

言
・

指
導

 
子

供
の

心
の

変
化

や
状

況
を

中
⻑

期
的

に
把

握
す

る
必

要
性

の
理

解
 

子
供

の
心

の
変

化
や

状
況

を
中

⻑
期

的
に

把
握

す
る

視
点

 
子

供
の

心
の

変
化

や
状

況
を

中
⻑

期
的

把
握

 
子

供
の

心
の

変
化

や
状

況
を

中
⻑

期
的

把
握

と
視

点
を

持
つ

必
要

性
の

教
職

員
へ

の
助

言
 

学学
校校

をを
  

支支
ええ

るる
力力

  保
健

組
織

活
動

の
意

義
・

目
的

や
チ

ー
ム

学
校

と
し

て
の

連
携

・
協

働
の

方
法

の
理

解
 

保
健

組
織

活
動

を
推

進
す

る
た

め
の

教
職

員
と

の
関

わ
り

と
養

護
教

諭
と

し
て

の
遂

行
 

保
健

組
織

活
動

を
推

進
す

る
た

め
の

保
健

計
画

の
策

定
・

教
職

員
へ

の
助

言
 

地
域

・
関

係
機

関
と

の
連

携
・

協
働

体
制

の
構

築
と

保
健

組
織

活
動

の
推

進
 

地
域

・
関

係
機

関
と

連
携

し
た

保
健

計
画

の
策

定
や

教
職

員
へ

の
助

言
、

学
校

運
営

へ
の

参
画

 
保

健
室

経
営

の
意

義
・

計
画

の
作

成
方

法
等

の
理

解
 

学
校

教
育

目
標

等
を

踏
ま

え
た

保
健

室
経

営
計

画
の

立
案

・
実

施
と

教
職

員
と

の
共

有
 

健
康

課
題

を
踏

ま
え

た
保

健
室

経
営

計
画

の
立

案
・

実
施

 
地

域
・

学
校

の
実

情
、

健
康

課
題

を
踏

ま
え

た
保

健
室

経
営

計
画

の
立

案
と

教
職

員
と

の
共

有
 

教
職

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
協

調
性

 
教

職
員

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

協
調

性
と

教
職

員
の

意
見

等
の

把
握

・
調

整
 

教
職

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
協

調
性

と
教

職
員

・
地

域
等

の
意

見
等

の
把

握
・

調
整

 
い

じ
め

な
ど

の
問

題
や

不
登

校
へ

の
理

解
 

い
じ

め
な

ど
の

問
題

や
不

登
校

の
共

有
と

組
織

的
対

応
 

い
じ

め
な

ど
の

問
題

や
不

登
校

の
共

有
と

組
織

的
対

応
・

体
制

整
備

の
支

援
 

い
じ

め
な

ど
の

問
題

や
不

登
校

の
共

有
と

組
織

的
対

応
・

体
制

整
備

の
組

織
と

地
域

の
養

護
教

諭
へ

の
助

言
・

指
導

 
地

域
・

保
護

者
や

学
校

外
の

専
門

家
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

構
築

の
必

要
性

の
理

解
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

保
健

組
織

活
動

の
実

践
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

保
健

組
織

活
動

の
主

導
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

保
健

組
織

活
動

の
主

導
と

教
職

員
・

地
域

の
養

護
教

諭
へ

の
助

言
・

指
導

 

実実 践践 力力 のの 基基 盤盤 とと なな るる 意意 欲欲 ・・ ⼈⼈ 間間 性性 等等   

教教
育育

へへ
のの

  
情情

熱熱
  

子
供

た
ち

に
対

す
る

深
い

愛
情

 
教

員
と

し
て

の
高

い
使

命
感

・
情

熱
 

子
供

の
命

を
守

る
強

い
覚

悟
 

学
校

を
安

全
で

安
心

な
学

び
の

場
と

す
る

心
構

え
 

教
育

者
と

し
て

の
高

い
倫

理
観

・
責

任
感

 

たた
くく

まま
しし

くく
  

豊豊
かか

なな
  

⼈⼈
間間

性性
  

精
神

的
な

た
く

ま
し

さ
 

広
く

豊
か

な
教

養
・

常
識

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
 

他
者

を
思

い
や

る
心

 
心

身
の

健
康

・
適

切
な

自
己

管
理

 

自自
己己

研研
鑽鑽

力力
  

高
度

専
門

職
と

し
て

の
教

育
公

務
員

で
あ

る
こ

と
の

自
覚

 
自

ら
学

び
続

け
、

成
⻑

し
続

け
る

意
欲

 
課

題
意

識
と

改
善

努
力

・
変

革
す

る
挑

戦
心

 
客

観
的

な
自

己
分

析
 

教
員

同
士

で
共

に
学

び
合

う
意

識
 

 
同

年
代

・
後

輩
教

員
の

学
び

の
支

援
・

助
言

 
O

JT
の

支
援

と
若

手
教

員
へ

の
助

言
 

O
JT

の
支

援
と

若
手・

中
堅

教
員

へ
の

助
言・

指
導

 
※

「
IC

T
や

情
報

・
教

育
デ

ー
タ

の
利

活
用

」
は

、「
学

習
指

導
」「

生
徒

指
導

」「
特

別
な

配
慮

や
支

援
を

必
要

と
す

る
子

供
へ

の
対

応
」

を
よ

り
効

果
的

に
行

う
た

め
の

手
段

と
し

て
の

位
置

付
け

 
 

                   
 

表表
１１

−−
２２

  
教教

員員
のの

ララ
イイ

フフ
スス

テテ
ーー

ジジ
とと

みみ
やや

ぎぎ
のの

教教
員員

にに
求求

めめ
らら

れれ
るる

資資
質質

能能
力力

【【
養養

護護
教教

諭諭
】】

  

I C T

 や 情 報 ・ 教 育 デ � タ の 利 活 用 ※ 

－　　－12



 
経経

験験
段段

階階
  

教教
職職

経経
験験

 
第第

００
期期

  
【【

新新
規規

採採
用用

時時
】】

  
00年年

  

第第
ⅠⅠ

期期
  

【【
基基

礎礎
形形

成成
期期

】】
  

11年年
目目

〜〜
55年年

目目
  

第第
ⅡⅡ

期期
  

【【
資資

質質
成成

⻑⻑
期期

】】
  

66年年
目目

〜〜
1100

年年
目目

  

第第
ⅢⅢ

期期
  

【【
資資

質質
充充

実実
期期

】】
  

1111
年年

目目
〜〜

2200
年年

目目
  

第第
ⅣⅣ

期期
  

【【
深深

化化
発発

展展
期期

】】
  

2211
年年

目目
以以

上上
  

みみ
やや

ぎぎ
のの

  
教教

員員
にに

  
求求

めめ
らら

れれ
るる

  
資資

質質
能能

力力
 

子
供

た
ち

に
最

適
の

学
び

を
提

供
す

る
た

め
、

生
涯

に
わ

た
り

学
び

続
け

る
姿

勢
を

持
ち

続
け

る
。

 
東

日
本

大
震

災
の

経
験

を
踏

ま
え

、
宮

城
の

創
造

的
復

興
を

実
現

し
、

持
続

可
能

な
地

域
社

会
を

つ
く

る
た

め
、

未
来

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

志
を

持
ち

続
け

る
。

 
食

育
・

学
校

給
食

管
理

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

と
技

能
を

備
え

、
栄

養
教

諭
と

し
て

の
基

本
的

な
力

量
を

身
に

付
け

る
。

 

食
育

・
学

校
給

食
管

理
、校

務
分

掌
に

つ
い

て
の

一
定

の
職

務
遂

行
能

力
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

栄
養

教
諭

と
し

て
の

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

栄
養

教
諭

と
し

て
の

知
識

や
経

験
を

も
と

に
、食

育
・

学
校

給
食

管
理

の
視

点
か

ら
、学

校
の

管
理

運
営

等
を

見
る

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

栄
養

教
諭

と
し

て
求

め
ら

れ
る

多
様

な
経

験
を

十
分

に
積

み
、

校
内

に
お

け
る

中
核

的
な

役
割

を
果

た
す

栄
養

教
諭

と
し

て
全

校
的

視
野

に
立

っ
た

指
導

力
を

充
実

さ
せ

る
。

 

栄
養

教
諭

と
し

て
の

高
い

専
門

性
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
学

校
運

営
上

重
要

な
役

割
を

担
い

、他
の

職
員

へ
の

助
言

・
援

助
な

ど
指

導
的

役
割

や
、

学
校

や
地

域
全

体
の

教
育

力
向

上
に

貢
献

で
き

る
力

量
を

向
上

さ
せ

る
。

 
教

員
と

し
て

の
使

命
感

、
教

育
的

愛
情

を
深

め
、

広
く

豊
か

な
教

養
や

人
間

性
を

磨
く

。
 

 学学 校校 のの 教教 育育 力力 をを 構構 成成 すす るる 実実 践践 力力   

授授
業業

力力
  

食
に

関
す

る
指

導
の

全
体

計
画

作
成

へ
の

理
解

 
体

系
的

な
食

育
の

推
進

と
食

育
の

授
業

改
善

へ
の

取
組

 
体

系
的

・
継

続
的

な
食

育
の

推
進

と
食

育
の

授
業

改
善

へ
の

取
組

 
体

系
的

・
継

続
的

な
食

育
の

推
進

と
教

職
員

へ
の

食
に

関
す

る
指

導
の

啓
発

 
給

食
時

間
の

食
に

関
す

る
指

導
 

給
食

を
活

用
し

た
計

画
的

な
食

に
関

す
る

指
導

 
給

食
を

活
用

し
た

計
画

的
・

継
続

的
な

食
に

関
す

る
指

導
 

学
校

課
題

を
踏

ま
え

た
給

食
を

活
用

し
た

計
画

的
・

継
続

的
な

食
に

関
す

る
指

導
 

教
員

が
実

施
す

る
食

に
関

す
る

指
導

の
理

解
 

教
員

が
実

施
す

る
食

に
関

す
る

指
導

の
支

援
・

助
言

 
教

員
が

実
施

す
る

食
に

関
す

る
指

導
の

助
言

・
資

料
等

提
供

 
教

員
が

実
施

す
る

食
に

関
す

る
指

導
の

助
言

・
指

導
と

資
料

等
提

供
 

各
教

科
等

に
お

け
る

食
に

関
す

る
指

導
方

法
等

 
教

員
と

連
携

し
た

積
極

的
な

食
に

関
す

る
指

導
 

教
員

と
連

携
し

た
積

極
的

・
体

系
的

な
食

に
関

す
る

指
導

 
教

員
と

連
携

し
た

積
極

的
・

体
系

的
な

食
に

関
す

る
指

導
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

教
員

と
連

携
し

た
積

極
的

・
体

系
的

な
食

に
関

す
る

指
導

と
教

職
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

生生
徒徒

指指
導導

力力
  

栄
養

指
導

の
方

法
・

技
術

 
栄

養
指

導
 

適
切

な
栄

養
指

導
 

組
織

的
で

適
切

な
栄

養
指

導
 

食
に

関
す

る
健

康
課

題
の

あ
る

子
供

へ
の

個
別

的
な

相
談

・
指

導
の

重
要

性
の

理
解

 
食

に
関

す
る

健
康

課
題

の
あ

る
子

供
へ

の
個

別
的

な
相

談
・

指
導

 
教

職
員

と
連

携
し

た
食

に
関

す
る

健
康

課
題

の
あ

る
子

供
へ

の
個

別
的

な
相

談
・

指
導

 
教

職
員

・
外

部
機

関
と

連
携

し
た

食
に

関
す

る
健

康
課

題
の

あ
る

子
供

へ
の

個
別

的
な

相
談

・
指

導
の

中
心

と
教

職
員

・
保

護
者

へ
の

助
言

 

教
職

員
・

外
部

機
関

と
連

携
し

た
食

に
関

す
る

健
康

課
題

の
あ

る
子

供
へ

の
個

別
的

な
相

談
・

指
導

の
中

心
と

教
職

員
・

保
護

者
へ

の
助

言
・

管
理

職
へ

の
支

援
 

い
じ

め
、

不
登

校
、

心
の

ケ
ア

、
特

別
な

配
慮

や
支

援
を

必
要

と
す

る
子

供
へ

の
対

応
の

た
め

、
教

育
相

談
や

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

基
礎

的
な

知
識

・
技

法
 

い
じ

め
、

不
登

校
、

心
の

ケ
ア

、
特

別
な

配
慮

や
支

援
を

必
要

と
す

る
子

供
へ

の
対

応
の

た
め

、
教

育
相

談
や

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

最
新

の
知

識
・

技
法

と
教

職
員

へ
の

助
言

 
教

職
員

間
・

保
護

者
・

地
域

社
会

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
下

で
の

連
携

・
協

働
の

重
要

性
の

理
解

 

教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
の

視
点

 教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
の

支
援

 

教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
の

主
導

 

子子
供供

理理
解解

  

共
感

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
 

子
供

の
心

理
に

関
す

る
基

礎
的

知
識

 
子

供
の

心
理

に
関

す
る

専
門

的
知

識
 

子
供

の
心

理
に

関
す

る
最

新
の

専
門

的
知

識
 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

を
多

面
的

・
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

を
多

面
的

・
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

を
多

面
的

・
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
と

教
職

員
へ

の
助

言
・

指
導

 
子

供
の

心
の

変
化

や
状

況
を

中
⻑

期
的

に
把

握
す

る
視

点
 

学学
校校

をを
  

支支
ええ

るる
力力

   
自

己
の

役
割

と
責

任
の

自
覚

 
学

校
給

食
実

施
基

準
に

基
づ

く
適

切
な

栄
養

管
理

の
理

解
 

学
校

給
食

実
施

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
栄

養
管

理
 

食
に

関
す

る
指

導
を

見
据

え
た

学
校

給
食

実
施

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
栄

養
管

理
 

学
校

の
実

情
を

踏
ま

え
、

食
に

関
す

る
指

導
を

見
据

え
た

学
校

給
食

実
施

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
栄

養
管

理
 

学
校

・
地

域
の

実
情

を
踏

ま
え

、
食

に
関

す
る

指
導

を
見

据
え

た
学

校
給

食
実

施
基

準
に

基
づ

く
適

切
な

栄
養

管
理

 
学

校
給

食
衛

生
管

理
基

準
に

基
づ

く
適

切
な

衛
生

管
理

の
理

解
 

学
校

給
食

衛
生

管
理

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
衛

生
管

理
 

教
職

員
と

連
携

し
た

学
校

給
食

衛
生

管
理

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
衛

生
管

理
 

教
職

員
と

連
携

し
た

学
校

給
食

衛
生

管
理

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
衛

生
管

理
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

教
職

員
と

連
携

し
た

学
校

給
食

衛
生

管
理

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
衛

生
管

理
と

教
職

員
へ

の
助

言
・

指
導

 
適

切
・

効
率

的
な

校
務

遂
行

の
た

め
の

手
法

(教
育

法
規

・
IC

T
活

用
等

)  
適

切
・

効
率

的
な

校
務

遂
行

 
広

い
視

野
か

ら
の

適
切

・
効

率
的

な
校

務
遂

行
 

全
校

的
視

点
か

ら
の

適
切

・
効

率
的

な
校

務
遂

行
 

全
校

的
・

地
域

的
視

点
か

ら
の

適
切

・
効

率
的

な
校

務
遂

行
 

教
職

員
と

の
協

調
の

重
要

性
の

理
解

 
教

職
員

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

協
調

性
 

教
職

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
協

調
性

と
若

手
教

職
員

の
意

見
等

の
把

握
・

調
整

 
教

職
員

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

協
調

性
と

若
手・

中
堅

教
職

員
の

意
見

等
の

把
握・

調
整

 
地

域
・

保
護

者
や

学
校

外
の

専
門

家
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
重

要
性

の
理

解
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

 
地

域
・

保
護

者
や

学
校

外
の

専
門

家
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
し

た
食

に
関

す
る

指
導

の
実

践
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

食
に

関
す

る
指

導
の

主
導

と
教

職
員

へ
の

助
言

 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

食
に

関
す

る
指

導
の

主
導

と
教

職
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

実実 践践 力力 のの 基基 盤盤 とと なな るる 意意 欲欲 ・・ ⼈⼈ 間間 性性 等等   

教教
育育

へへ
のの

  
情情

熱熱
  子

供
た

ち
に

対
す

る
深

い
愛

情
 

教
員

と
し

て
の

高
い

使
命

感
・

情
熱

 
子

供
の

命
を

守
る

強
い

覚
悟

 
学

校
を

安
全

で
安

心
な

学
び

の
場

と
す

る
心

構
え

 
教

育
者

と
し

て
の

高
い

倫
理

観
・

責
任

感
 

たた
くく

まま
しし

くく
  

豊豊
かか

なな
  

⼈⼈
間間

性性
  精

神
的

な
た

く
ま

し
さ

 
広

く
豊

か
な

教
養

・
常

識
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

 
他

者
を

思
い

や
る

心
 

心
身

の
健

康
・

適
切

な
自

己
管

理
 

自自
己己

研研
鑽鑽

力力
  高

度
専

門
職

と
し

て
の

教
育

公
務

員
で

あ
る

こ
と

の
自

覚
 

自
ら

学
び

続
け

、
成

⻑
し

続
け

る
意

欲
 

課
題

意
識

と
改

善
努

力
・

変
革

す
る

挑
戦

心
 

客
観

的
な

自
己

分
析

 
教

員
同

士
で

共
に

学
び

合
う

意
識

 
 

同
年

代
・

後
輩

教
員

の
学

び
の

支
援

・
助

言
 

O
JT

の
支

援
と

若
手

教
員

へ
の

助
言

 
O

JT
の

支
援

と
若

手・
中

堅
教

員
へ

の
助

言・
指

導
 

※
「

IC
T

や
情

報
・

教
育

デ
ー

タ
の

利
活

用
」

は
、「

学
習

指
導

」「
生

徒
指

導
」「

特
別

な
配

慮
や

支
援

を
必

要
と

す
る

子
供

へ
の

対
応

」
を

よ
り

効
果

的
に

行
う

た
め

の
手

段
と

し
て

の
位

置
付

け
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表表
１１

−−
３３

  
教教

員員
のの

ララ
イイ

フフ
スス

テテ
ーー

ジジ
とと

みみ
やや

ぎぎ
のの

教教
員員

にに
求求

めめ
らら

れれ
るる

資資
質質

能能
力力

【【
栄栄

養養
教教

諭諭
】】

  

－　　－13



 
経経

験験
段段

階階
  

教教
職職

経経
験験

 
第第

００
期期

  
【【

新新
規規

採採
用用

時時
】】

  
00年年

  

第第
ⅠⅠ

期期
  

【【
基基

礎礎
形形

成成
期期

】】
  

11年年
目目

〜〜
55年年

目目
  

第第
ⅡⅡ

期期
  

【【
資資

質質
成成

⻑⻑
期期

】】
  

66年年
目目

〜〜
1100

年年
目目

  

第第
ⅢⅢ

期期
  

【【
資資

質質
充充

実実
期期

】】
  

1111
年年

目目
〜〜

2200
年年

目目
  

第第
ⅣⅣ

期期
  

【【
深深

化化
発発

展展
期期

】】
  

2211
年年

目目
以以

上上
  

みみ
やや

ぎぎ
のの

  
教教

員員
にに

  
求求

めめ
らら

れれ
るる

  
資資

質質
能能

力力
 

子
供

た
ち

に
最

適
の

学
び

を
提

供
す

る
た

め
、

生
涯

に
わ

た
り

学
び

続
け

る
姿

勢
を

持
ち

続
け

る
。

 
東

日
本

大
震

災
の

経
験

を
踏

ま
え

、
宮

城
の

創
造

的
復

興
を

実
現

し
、

持
続

可
能

な
地

域
社

会
を

つ
く

る
た

め
、

未
来

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

志
を

持
ち

続
け

る
。

 
食

育
・

学
校

給
食

管
理

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

と
技

能
を

備
え

、
栄

養
教

諭
と

し
て

の
基

本
的

な
力

量
を

身
に

付
け

る
。

 

食
育

・
学

校
給

食
管

理
、校

務
分

掌
に

つ
い

て
の

一
定

の
職

務
遂

行
能

力
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

栄
養

教
諭

と
し

て
の

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

栄
養

教
諭

と
し

て
の

知
識

や
経

験
を

も
と

に
、食

育
・

学
校

給
食

管
理

の
視

点
か

ら
、学

校
の

管
理

運
営

等
を

見
る

力
量

を
向

上
さ

せ
る

。
 

栄
養

教
諭

と
し

て
求

め
ら

れ
る

多
様

な
経

験
を

十
分

に
積

み
、

校
内

に
お

け
る

中
核

的
な

役
割

を
果

た
す

栄
養

教
諭

と
し

て
全

校
的

視
野

に
立

っ
た

指
導

力
を

充
実

さ
せ

る
。

 

栄
養

教
諭

と
し

て
の

高
い

専
門

性
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
学

校
運

営
上

重
要

な
役

割
を

担
い

、他
の

職
員

へ
の

助
言

・
援

助
な

ど
指

導
的

役
割

や
、

学
校

や
地

域
全

体
の

教
育

力
向

上
に

貢
献

で
き

る
力

量
を

向
上

さ
せ

る
。

 
教

員
と

し
て

の
使

命
感

、
教

育
的

愛
情

を
深

め
、

広
く

豊
か

な
教

養
や

人
間

性
を

磨
く

。
 

 学学 校校 のの 教教 育育 力力 をを 構構 成成 すす るる 実実 践践 力力   

授授
業業

力力
  

食
に

関
す

る
指

導
の

全
体

計
画

作
成

へ
の

理
解

 
体

系
的

な
食

育
の

推
進

と
食

育
の

授
業

改
善

へ
の

取
組

 
体

系
的

・
継

続
的

な
食

育
の

推
進

と
食

育
の

授
業

改
善

へ
の

取
組

 
体

系
的

・
継

続
的

な
食

育
の

推
進

と
教

職
員

へ
の

食
に

関
す

る
指

導
の

啓
発

 
給

食
時

間
の

食
に

関
す

る
指

導
 

給
食

を
活

用
し

た
計

画
的

な
食

に
関

す
る

指
導

 
給

食
を

活
用

し
た

計
画

的
・

継
続

的
な

食
に

関
す

る
指

導
 

学
校

課
題

を
踏

ま
え

た
給

食
を

活
用

し
た

計
画

的
・

継
続

的
な

食
に

関
す

る
指

導
 

教
員

が
実

施
す

る
食

に
関

す
る

指
導

の
理

解
 

教
員

が
実

施
す

る
食

に
関

す
る

指
導

の
支

援
・

助
言

 
教

員
が

実
施

す
る

食
に

関
す

る
指

導
の

助
言

・
資

料
等

提
供

 
教

員
が

実
施

す
る

食
に

関
す

る
指

導
の

助
言

・
指

導
と

資
料

等
提

供
 

各
教

科
等

に
お

け
る

食
に

関
す

る
指

導
方

法
等

 
教

員
と

連
携

し
た

積
極

的
な

食
に

関
す

る
指

導
 

教
員

と
連

携
し

た
積

極
的

・
体

系
的

な
食

に
関

す
る

指
導

 
教

員
と

連
携

し
た

積
極

的
・

体
系

的
な

食
に

関
す

る
指

導
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

教
員

と
連

携
し

た
積

極
的

・
体

系
的

な
食

に
関

す
る

指
導

と
教

職
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

生生
徒徒

指指
導導

力力
  

栄
養

指
導

の
方

法
・

技
術

 
栄

養
指

導
 

適
切

な
栄

養
指

導
 

組
織

的
で

適
切

な
栄

養
指

導
 

食
に

関
す

る
健

康
課

題
の

あ
る

子
供

へ
の

個
別

的
な

相
談

・
指

導
の

重
要

性
の

理
解

 
食

に
関

す
る

健
康

課
題

の
あ

る
子

供
へ

の
個

別
的

な
相

談
・

指
導

 
教

職
員

と
連

携
し

た
食

に
関

す
る

健
康

課
題

の
あ

る
子

供
へ

の
個

別
的

な
相

談
・

指
導

 
教

職
員

・
外

部
機

関
と

連
携

し
た

食
に

関
す

る
健

康
課

題
の

あ
る

子
供

へ
の

個
別

的
な

相
談

・
指

導
の

中
心

と
教

職
員

・
保

護
者

へ
の

助
言

 

教
職

員
・

外
部

機
関

と
連

携
し

た
食

に
関

す
る

健
康

課
題

の
あ

る
子

供
へ

の
個

別
的

な
相

談
・

指
導

の
中

心
と

教
職

員
・

保
護

者
へ

の
助

言
・

管
理

職
へ

の
支

援
 

い
じ

め
、

不
登

校
、

心
の

ケ
ア

、
特

別
な

配
慮

や
支

援
を

必
要

と
す

る
子

供
へ

の
対

応
の

た
め

、
教

育
相

談
や

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

基
礎

的
な

知
識

・
技

法
 

い
じ

め
、

不
登

校
、

心
の

ケ
ア

、
特

別
な

配
慮

や
支

援
を

必
要

と
す

る
子

供
へ

の
対

応
の

た
め

、
教

育
相

談
や

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

最
新

の
知

識
・

技
法

と
教

職
員

へ
の

助
言

 
教

職
員

間
・

保
護

者
・

地
域

社
会

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
下

で
の

連
携

・
協

働
の

重
要

性
の

理
解

 

教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
の

視
点

 教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
の

支
援

 

教
職

員
間

・
保

護
者

・
地

域
社

会
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
の

主
導

 

子子
供供

理理
解解

  

共
感

的
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
 

子
供

の
心

理
に

関
す

る
基

礎
的

知
識

 
子

供
の

心
理

に
関

す
る

専
門

的
知

識
 

子
供

の
心

理
に

関
す

る
最

新
の

専
門

的
知

識
 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

を
多

面
的

・
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

を
多

面
的

・
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

発
達

障
害

を
含

む
障

害
等

へ
の

理
解

な
ど

子
供

を
多

面
的

・
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
と

教
職

員
へ

の
助

言
・

指
導

 
子

供
の

心
の

変
化

や
状

況
を

中
⻑

期
的

に
把

握
す

る
視

点
 

学学
校校

をを
  

支支
ええ

るる
力力

   
自

己
の

役
割

と
責

任
の

自
覚

 
学

校
給

食
実

施
基

準
に

基
づ

く
適

切
な

栄
養

管
理

の
理

解
 

学
校

給
食

実
施

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
栄

養
管

理
 

食
に

関
す

る
指

導
を

見
据

え
た

学
校

給
食

実
施

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
栄

養
管

理
 

学
校

の
実

情
を

踏
ま

え
、

食
に

関
す

る
指

導
を

見
据

え
た

学
校

給
食

実
施

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
栄

養
管

理
 

学
校

・
地

域
の

実
情

を
踏

ま
え

、
食

に
関

す
る

指
導

を
見

据
え

た
学

校
給

食
実

施
基

準
に

基
づ

く
適

切
な

栄
養

管
理

 
学

校
給

食
衛

生
管

理
基

準
に

基
づ

く
適

切
な

衛
生

管
理

の
理

解
 

学
校

給
食

衛
生

管
理

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
衛

生
管

理
 

教
職

員
と

連
携

し
た

学
校

給
食

衛
生

管
理

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
衛

生
管

理
 

教
職

員
と

連
携

し
た

学
校

給
食

衛
生

管
理

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
衛

生
管

理
と

教
職

員
へ

の
助

言
 

教
職

員
と

連
携

し
た

学
校

給
食

衛
生

管
理

基
準

に
基

づ
く

適
切

な
衛

生
管

理
と

教
職

員
へ

の
助

言
・

指
導

 
適

切
・

効
率

的
な

校
務

遂
行

の
た

め
の

手
法

(教
育

法
規

・
IC

T
活

用
等

)  
適

切
・

効
率

的
な

校
務

遂
行

 
広

い
視

野
か

ら
の

適
切

・
効

率
的

な
校

務
遂

行
 

全
校

的
視

点
か

ら
の

適
切

・
効

率
的

な
校

務
遂

行
 

全
校

的
・

地
域

的
視

点
か

ら
の

適
切

・
効

率
的

な
校

務
遂

行
 

教
職

員
と

の
協

調
の

重
要

性
の

理
解

 
教

職
員

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

協
調

性
 

教
職

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
協

調
性

と
若

手
教

職
員

の
意

見
等

の
把

握
・

調
整

 
教

職
員

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

協
調

性
と

若
手・

中
堅

教
職

員
の

意
見

等
の

把
握・

調
整

 
地

域
・

保
護

者
や

学
校

外
の

専
門

家
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
重

要
性

の
理

解
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

 
地

域
・

保
護

者
や

学
校

外
の

専
門

家
・

関
係

機
関

と
の

信
頼

関
係

の
下

で
の

連
携

・
協

働
し

た
食

に
関

す
る

指
導

の
実

践
 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

食
に

関
す

る
指

導
の

主
導

と
教

職
員

へ
の

助
言

 

地
域

・
保

護
者

や
学

校
外

の
専

門
家

・
関

係
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

下
で

の
連

携
・

協
働

し
た

食
に

関
す

る
指

導
の

主
導

と
教

職
員

へ
の

助
言

・
指

導
 

実実 践践 力力 のの 基基 盤盤 とと なな るる 意意 欲欲 ・・ ⼈⼈ 間間 性性 等等   

教教
育育

へへ
のの

  
情情

熱熱
  子

供
た

ち
に

対
す

る
深

い
愛

情
 

教
員

と
し

て
の

高
い

使
命

感
・

情
熱

 
子

供
の

命
を

守
る

強
い

覚
悟

 
学

校
を

安
全

で
安

心
な

学
び

の
場

と
す

る
心

構
え

 
教

育
者

と
し

て
の

高
い

倫
理

観
・

責
任

感
 

たた
くく

まま
しし

くく
  

豊豊
かか

なな
  

⼈⼈
間間

性性
  精

神
的

な
た

く
ま

し
さ

 
広

く
豊

か
な

教
養

・
常

識
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

 
他

者
を

思
い

や
る

心
 

心
身

の
健

康
・

適
切

な
自

己
管

理
 

自自
己己

研研
鑽鑽

力力
  高

度
専

門
職

と
し

て
の

教
育

公
務

員
で

あ
る

こ
と

の
自

覚
 

自
ら

学
び

続
け

、
成

⻑
し

続
け

る
意

欲
 

課
題

意
識

と
改

善
努

力
・

変
革

す
る

挑
戦

心
 

客
観

的
な

自
己

分
析

 
教

員
同

士
で

共
に

学
び

合
う

意
識

 
 

同
年

代
・

後
輩

教
員

の
学

び
の

支
援

・
助

言
 

O
JT

の
支

援
と

若
手

教
員

へ
の

助
言

 
O

JT
の

支
援

と
若

手・
中

堅
教

員
へ

の
助

言・
指

導
 

※
「

IC
T

や
情

報
・

教
育

デ
ー

タ
の

利
活

用
」

は
、「

学
習

指
導

」「
生

徒
指

導
」「

特
別

な
配

慮
や

支
援

を
必

要
と

す
る

子
供

へ
の

対
応

」
を

よ
り

効
果

的
に

行
う

た
め

の
手

段
と

し
て

の
位

置
付

け
 

I C T � � � � � � � � � � � � � � 

表表
１１

−−
３３

  
教教

員員
のの

ララ
イイ

フフ
スス

テテ
ーー

ジジ
とと

みみ
やや

ぎぎ
のの

教教
員員

にに
求求

めめ
らら

れれ
るる

資資
質質

能能
力力

【【
栄栄

養養
教教

諭諭
】】
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第
０
期
【
新
規
採
用
時
】

第
Ⅰ
期
【
基
礎
形
成
期
】

第
Ⅱ
期
【
資
質
成
長
期
】

０
年

１
年
目
～
５
年
目

６
年
目
～
１
０
年
目

【
管
理
職
層
】

学
校
経
営
・
運
営
の
推
進
者
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
く
、
指
導
者
及
び
管
理
職
と

し
て
の
力
量
を
向
上
さ
せ
る
。

総
合
教
育
セ

教
育
事
務
所

市
町
村
教
委

本
庁
各
課
室

教
育
事
務
所

総
合
教
育
セ

本
庁
各
課
室

教
育
事
務
所

総
合
教
育
セ

教
育
事
務
所

活
力
あ
る
学
校
運
営
に
参
画
す
る
た
め
の
企
画
調

整
力
と
実
践
力
を
養
う
。

学
習
指
導
・
生
徒
指
導
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
と
技
能
を
備
え
、
教
員

と
し
て
の
基
本
的
な
力
量
を
身
に
付

け
る
。

学
習
指
導
・
生
徒
指
導
、
学
級
経

営
、
校
務
分
掌
に
つ
い
て
の
一
定
の

職
務
遂
行
能
力
を
身
に
付
け
る
と
と

も
に
、
学
級
担
任
と
し
て
の
力
量
を

身
に
付
け
る
。

学
級
担
任
、
教
科
主
任
と
し
て
の
経

験
を
も
と
に
、
学
習
指
導
は
も
と
よ

り
、
学
級
経
営
・
学
年
経
営
、
生
徒

指
導
等
の
在
り
方
に
関
し
て
広
い
視

野
に
立
っ
た
力
量
を
向
上
さ
せ
る
。

教
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
多
様
な
経
験
を
十
分
に
積

み
、
さ
ら
に
校
内
に
お
け
る
中
核
的
な
役
割
を
果
た

す
教
員
と
し
て
全
校
的
視
野
に
立
っ
た
指
導
力
を
充

実
さ
せ
る
。

教
員
と
し
て
の
高
い
専
門
性
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

学
校
運
営
上
重
要
な
役
割
を
担
い
、
他
の
職
員
へ
の
助

言
・
援
助
な
ど
指
導
的
役
割
や
、
学
校
や
地
域
全
体
の

教
育
力
向
上
に
貢
献
で
き
る
力
量
を
向
上
さ
せ
る
。

【
主
任
・
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
層
】

専 門 研 修

基
本
研
修
を
基
盤
と

し
、
教
科
・
科
目
、

領
域
等
の
指
導
に
必

要
な
専
門
的
知
識
・

技
能
の
向
上
を
図
る

研
修

職 能 研 修

校
長
・
教
頭
・
主
幹

教
諭
・
主
任
等
の
職

能
の
各
段
階
に
応
じ

て
職
務
遂
行
の
た
め

に
必
要
な
専
門
的
知

識
・
技
能
・
力
量
等

の
向
上
を
図
る
た
め

の
研
修

基 本 研 修

指 定 研 修

経
験
年
数
の
各
段
階

に
応
じ
て
教
職
の
職

務
遂
行
に
必
要
な
知

識
・
技
能
・
態
度
の

向
上
を
図
る
た
め
の

研
修
で
、
受
講
者
が

指
定
さ
れ
る
研
修

教
育
行
政
上
必
要
な

教
育
課
程
に
関
す
る

研
修
等
で
、
受
講
者

が
指
定
さ
れ
る
研
修

子
供
た
ち
に
最
適
の
学
び
を
提
供
す
る
た
め
、
生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
。

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
宮
城
の
創
造
的
復
興
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
未
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
志
を
持
ち
続
け
る
。

教
員
と
し
て
の
使
命
感
、
教
育
的
愛
情
を
深
め
、
広
く
豊
か
な
教
養
や
人
間
性
を
磨
く
。

経
　
験
　
段
　
階

教
　
職
　
経
　
験

研
　
修
　
種
　
別

実
　
施
　
機
　
関

第
Ⅲ
期
【
資
質
充
実
期
】

１
１
年
目
～
２
０
年
目

第
Ⅳ
期
【
深
化
発
展
期
】

２
１
年
目
以
上

表
２
教
員
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
研
修
体
系

大
学
と
連
携
す
る
研
修

教
科
等
に
関
す
る
研
修

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修

生
徒
指
導
・
教
育
相
談
に
関
す
る
研
修

情
報
教
育
に
関
す
る
研
修

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
教
科
等
に
関
す
る
研
修
（
小
・
中
学
校
）

小
・
中
学
校
教
育
課
程
説
明
会
・
協
議
会

高
等
学
校
教
育
課
程
研
究
集
会
等

新
任
主
任
・
新
任
主
幹
教
諭
研
修

新
任
校
長
・
新
任
教
頭
研
修

２
０
年
経
験
者
研
修

司
書
教
諭
・
特
別
支
援
学
校
新
担
任
者
等
研
修

小
学
校
教
育
課
程
説
明
会
・
協
議
会
中
学
校
教
育
課
程
説
明
会
・
協
議
会
等

主
任
・
主
幹
教
諭
研
修
（
小
・
中
学
校
）

校
長
・
教
頭
研
修
（
小
・
中
学
校
）

主
任
・
担
当
者
研
修
（
高
等
学
校
）

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
職
種
・
担
当
者
研
修
（
小
・
中
学
校
）

市
町
村
教
委
研
修

(小
・
中
学
校
の
教
諭
)

教
育
事
務
所
研
修

(小
・
中
学
校
の
教
諭
)

教
育
事
務
所
研
修

(小
・
中
学
校
の
教
諭
)

教
育
事
務
所
研
修

(小
・
中
学
校
の
教
諭
)

初
任
者
研
修

(
1年
目
～
３
年
目
の
教
諭
)

５
年
経
験
者
研
修

中
堅
教
諭
等

資
質
向
上
研
修
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総
合
教
育
セ

本
庁
各
課
室

外
部
機
関
等

総
合
教
育
セ

本
庁
各
課
室

教
育
事
務
所

総
合
教
育
セ

外
部
機
関
等

総
合
教
育
セ

本
庁
各
課
室

教
育
事
務
所

学
　
　
　
校

総
合
教
育
セ

外
部
機
関
等

長 期 特 別 研 修

時
代
の
進
展
変
化
に

対
応
で
き
る
力
を
付

け
る
た
め
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
情
報
化

等
、
時
代
の
動
き
を

見
据
え
た
長
期
的
な

展
望
に
立
つ
課
題
に

関
す
る
研
修

今
日
的
教
育
課
題
に

関
す
る
研
修

課 題 研 修

総 合 研 修

派 遣 研 修

職
務
遂
行
に
必
要
な

識
見
を
高
め
、
指
導

力
の
向
上
を
図
る
た

め
に
、
県
内
外
の
研

修
機
関
へ
派
遣
す
る

研
修

自 主 研 修

教
員
が
自
主
的
に
行

う
研
修
活
動

教 職 教 養 研 修

教
育
に
関
連
し
た
幅

広
い
課
題
に
つ
い

て
、
各
界
・
各
層
の

専
門
家
を
講
師
等
に

招
き
、
教
員
と
し
て

の
専
門
的
知
識
や
教

養
を
深
め
、
広
い
視

野
か
ら
資
質
の
向
上

を
図
る
た
め
の
研
修

教
員
と
し
て
必
要
な

指
導
力
の
確
保
の
た

め
学
校
を
離
れ
て
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
行
う
研
修

総
合
教
育
セ

校 内 研 修

教
員
一
人
一
人
の
指

導
力
を
高
め
、
学
校

が
直
面
す
る
様
々
な

課
題
へ
の
対
応
を
図

る
た
め
、
各
学
校
が

主
体
的
に
取
り
組
む

研
修

教
職
大
学
院
・
大
学
院
・
企
業
等
派
遣
研
修

長
期
研
修
（
専
門
研
究
・
実
践
力
向
上
研
究
）

教
職
員
等
中
央
研
修
等
派
遣
研
修

喫
緊
の
教
育
政
策
に
基
づ
く
研
修

情
報
化
推
進
・
労
働
安
全
衛
生
・
学
力
向
上
・
外
国
語
教
育
・
道
徳
教
育
・
志
教
育
・
い
じ
め
・
不
登
校
・
人
権
教
育
・
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
・
特
別
支
援
教
育
・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
・
学
校
安
全
教
育
等

教
育
講
演
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

ス
ク
ー
ル
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

東
北
大
学
教
育
指
導
者
講
座

子
供
の
こ
こ
ろ
サ
ポ
ー
ト
研
修

管
理
職
研
修

科
学
巡
回
指
導
訪
問
・
教
員
対
象
研
修
会

喫
緊
の
教
育
政
策
に
基
づ
く
研
修
（
小
・
中
学
校
）

学
力
向
上
・
外
国
語
教
育
・
道
徳
教
育
・
志
教
育
・
い
じ
め
・
不
登
校
・
学
校
安
全
教
育

等

指
導
力
向
上
長
期
特
別
研
修

特
別
支
援
教
育
公
開
講
座

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
支
援
室
（
Ｍ
ナ
ビ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

大
学
の
公
開
講
座
等

教
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修

指
導
主
事
派
遣
事
業

指
導
主
事
訪
問

授
業
研
究
講
演
会
等

市
町
村
教
委
連
携
学
校
サ
ポ
ー
ト
事
業

研
修
等
支
援
に
係
る
人
材
バ
ン
ク
み
や
ぎ
教
員
研
修
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
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大項目名 基本的な視点 細項目名 基本的な視点 

革 新 創 造 

環境変化に合わせて従

来の仕事の進め方を見

直し、新たな方法を提

示しながら課題解決に

取り組む 

ビジョン形成 
今後県が進むべき方向や、課題解決に至るまでの具

体的なビジョンを持ち、共感を形成する 

率 先 行 動 
自ら課題を認識し、その解決に向けて他の職員と協

働しながら、率先して迅速に行動する 

論 理 展 開 

さまざまな情報から必

要なものを選択し、物

事の因果関係を整理・

分析して課題解決に役

立てる 

情 報 志 向 
情報の重要度を見極め、さまざまな情報源から必要

な情報をタイムリーに収集し、仕事に活用する 

論理的思考  
さまざまな物事の因果関係を整理・分析し、仮説を

立てながら課題解決を目指す 

計 画 遂 行 

目標の実現に向けて、

リスクを最小限にしな

がら、効率的な業務手

順により所期の目的を

達成する 

先 手 管 理 

目標の実現に向けて、想定される障害やリスクを最

小限にとどめながら、適切な手順・手段で仕事をマ

ネジメントする 

業 務 改 善 

状況変化に合わせて仕事の手順・手段を柔軟に改

め、業務の効率性を高めながら正確かつ迅速に目的

を達成する 

対 人 対 応 

相手の意見や要望を真

摯に受け止め、信頼関

係を形成しながら課題

解決に取り組む 

意 思 疎 通 
相手の要望や意図することを正確に把握して効果的

な折衝を行い、合意を形成する 

顧 客 対 応 
相手の要望や意図することに関心を持ち、さまざま

な手段を用いて相手の期待に応えようと行動する 

自 己 確 立 

仕事上の障害や障壁に

遭遇しても自らを適切

にコントロールし、安

定的に成果を創出する 

達 成 志 向 

困難な状況にあっても熱意と冷静さを失わず、責任

感を持って粘り強く仕事に取り組み、所期の目的を

達成する 

学 習 力 
環境の変化を察知して、仕事に必要な新たな知識・

技術やスキルを学習し、仕事に活用する 

組 織 開 発 

職場環境を改善し、所

属職員の能力を最大限

に発揮させ、組織の成

果を創出する 

組織活性化  
あらゆる経営資源を効率的に活用し、組織の垣根を

越えて職員が協働できる環境づくりを行う 

育 成 支 援 

所属職員の持ち味を的確に把握し、職員の資質・能

力育成やキャリア形成、目標達成につながる支援を

行う 

県民視点への

立脚 

一人の県民としての視点を常に意識して仕事に臨み、本質的な県民のニーズに応えていこう

と行動する 

 

表３ 事務職員等に求められる資質能力 
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                職 名 等 

 
        育成すべき 

        資質能力 
 

 研修種別 

 

 職員区分  

 

主事・技師級 主任主査級 課長補佐級 課長級 

主事 技師 
主査 
技術主査 
研究員 

主任主査 
事務長 
企画員 

副主任研究員 

主幹 
技術主幹 
主任研究員 

課長補佐 次長 事務室長 

総括主幹 技術補佐 

上席主任研究員 

課長 副所長 部長 
副参事 技術副参事 
総括研究員 

 管理職  管理職 
        

            

職
場
内
研
修 

日常業務を通じ

て、職務遂行上必

要な知識・技能の

修得と一般教養の

向上を図るための

研修 

 全 職 種          

            

階

層

別

研

修 

職務と責任の度
に応じて職務上
必要な知識・技
能の修得と一般
教養の向上を図
るための研修 

 

小中学校 
事務職員 

 

        

県立学校 
事務職員 

        

事務局等 
事務職員 

        

学校司書         

労務職員         

            

選
択
制
研
修 

職務上必要な知
識・技能を修得・
向上させるための
研修 

 全 職 種          

            

専
門
研
修 

職務上直接必要
な専門知識・技
術等を修得させ
るための研修 

 

小中学校 
事務職員 

 

        

県立学校 
事務職員 

        

事務局等 
事務職員 

        

学校司書         

労務職員         

            

特

別

研

修 

階層別・選択
制・専門以外
の研修で職務
上必要な知識 
・技能・技術
等を修得させ
るための研修 

 

派
遣
研
修 

 全 職 種          

            

派

遣

研

修

以

外 

 

小中学校 
事務職員 

 

        

県立学校 
事務職員 

        

事務局等 
事務職員 

        

学校司書         

労務職員         

 

評価者 

研 修 

東北六県中堅職員研修 

東北六県主任級研修 

東北自治研修所研修 

教職員等中央研修事務職員研修（小中学校・県立学校） 

学校事務共同実施リーダー育成研修 

 職務遂行に必要な基礎的知識と技能の修得 

労務職員研修 

学校司書研修 

 組織全体のマネジメント能力を修得 

 組織の課題を見つけ解決する課題解決能力を修得 

新任学校司書研修 

職場内で日常的に行われるＯＪＴ研修 

表４ 事務職員等研修体系 

新
任
職
員
研
修 

 公務員としての自覚と意識の確立 

学校事務職員     

ワン・ウィーク     

異校種交流研修         

 組織の中心としての役割の自覚 

 組織マネジメントの基礎

小中学校事務職員 

実 務 研 修 

主
事
・
技
師
級
研
修 

会計事務ゼミナール 

主
査
級
研
修
（
昇
任
者
） 

主
任
主
査
級
研
修 

学校事務 

レベルアップ 

研修 

管
理
者
研
修 

新任事務次長研修 

新任班長研修 

新任事務 
室長研修 

選択制研修 

主
査
級
研
修
（
経
験
者
） 
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Ⅹ　令和６年度研修事業
＊　校種や職種により、受講できる研修が異なりますので注意してください（P.44～の各研修会ガイドを

　確認)。また、中堅研選択研修に実助と養教は含まれないので、必ず研修ガイドで確認してください。

＊　表中の記号は、「○　該当（必要）」「－　非該当（不要）」を表します。

＊　聴講の対象校は表中のみの学校です。条件もあるので研修ガイドとあわせて確認してください。

Ａ０１９０ 45 悉皆 ○ － － 〇 仙台市立可

Ａ０１１０ 46 悉皆 － － － －

Ａ０１２０ 47 悉皆 － － － － 私立は申込必要

Ａ０１３０ 48 悉皆 － － － － 仙台市立は教科研修のみ、市立・私立は申込必要

Ａ０１４１ 49 小・中学部 悉皆 － － － －

Ａ０１４２ 50 高等部 悉皆 － － － － 仙台市立は鶴谷特別支援学校高等部のみ可、市立・私立は申
込必要

Ａ０１５０ 51 悉皆 － － － －

Ａ０１６０ 52 悉皆 － － － －

Ａ０１７０ 53 悉皆 － － － － 仙台市立は移動研修のみ、市立は申込必要

Ａ０１８０ 54 悉皆 － － － －

Ａ０２１０ 55 悉皆 － － － －

Ａ０２２０ 56 悉皆 － － － － 私立は申込必要

Ａ０２３０ 57 悉皆 － － － － 仙台市立は教科研修のみ、市立・私立は申込必要

Ａ０２４１ 58 小・中学部 悉皆 － － － －

Ａ０２４２ 59 高等部 悉皆 － － － － 仙台市立は鶴谷特別支援学校高等部のみ可、市立・私立は申
込必要

Ａ０３１０ 悉皆 － － － －

Ａ０３２０ 悉皆 － － － －

Ａ０３３０ 悉皆 － － － － 市立は申込必要

Ａ０３４１ 小学部 悉皆 － － － －

Ａ０３４２ 中学部 悉皆 － － － －

Ａ０３４３ 高等部 悉皆 － － － －

Ａ０５１０ 63 悉皆 ○ － － －

Ａ０５２０ 64 悉皆 ○ － － －

Ａ０５３０ 65 悉皆 ○ － － － 仙台市立は教科研修のみ

Ａ０５５０ 66 悉皆 ○ － － －

Ａ０５６０ 67 悉皆 ○ － － －

Ａ０５７０ 68 悉皆 ○ － － － 仙台市立は移動研修のみ

Ａ０５８０ 69 悉皆 ○ － － －

９年目 Ａ０８９０ 70 悉皆 ○ － － 〇 仙台市立可

Ａ１０１０ 71 悉皆 ○ － － 〇

Ａ１０２０ 72 悉皆 ○ － － 〇

Ａ１０３０ 73 悉皆 ○ － － 〇 仙台市立は教科研修のみ

Ａ１０５０ 74 悉皆 ○ － － －

Ａ１０６０ 75 悉皆 ○ － － －

Ａ１０７０ 76 悉皆 ○ － － － 仙台市立は移動研修のみ

Ａ１０８０ 77 悉皆 ○ － － －

Ａ２００１ 小・中学校 悉皆 ○ － － 〇

Ａ２００２ 高等学校・特別支援学校 悉皆 ○ － － 〇

－ A3001 79 悉皆 ○ － － －

Ｂ０１０１ 80 小・中学校 悉皆 － － － ○

Ｂ０１０２ 81 高等学校・特別支援学校 悉皆 － － － ○ 仙台市立可

Ｂ０２０１ 82 小・中学校 悉皆 － － － ○

Ｂ０２０２ 83 高等学校・特別支援学校 悉皆 － － － ○ 仙台市立可

Ｂ０３０１ 小・中学校 悉皆 － － － ○

Ｂ０３０２ 高等学校・特別支援学校 悉皆 － － － ○ 仙台市立可

安全 Ｂ０４００ 85 悉皆 － － － －

Ｂ０５０１ 小・中学校 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０５０２ 高等学校・特別支援学校 悉皆 ○ － － 〇 仙台市立可

Ｂ０６０１ 小・中学校 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０６０２ 特別支援学校 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０７０１ 高等学校 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０７０２ 特別支援学校 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０８１１ 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０８２１ 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０８３１ 大河原 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０８３２ 仙台Ａ 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０８３３ 仙台Ｂ 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０８３４ 仙台Ｃ 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０８３５ 北部 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０８３６ 東部 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０８３７ 気仙沼 悉皆 ○ － － 〇

Ｂ０９１０ 91 悉皆 ○ － － 〇 12学級以上の新任司書教諭・新任図書館教育担当教諭は悉
皆、令和６年度は小学校対象

Ｂ１００１ 知的障害 悉皆 ○ － － －

Ｂ１００２ 自閉症・情緒障害 悉皆 ○ － － －

Ｂ１００３ 肢体不自由 悉皆 ○ － － －

Ｂ１００４ 病弱・肢体虚弱 悉皆 ○ － － －

Ｂ１００５ 弱視 悉皆 ○ － － －

Ｂ１００６ 難聴 悉皆 ○ － － －

B1100 93 悉皆 ○ － － － 仙台市立は鶴谷特別支援学校のみ可

私立と幼稚園は希望

60

61

62

78

84

86

87

88

寄宿舎指導員５年経験者研修

地域別研修会も受講のこと

11年目

小学校中堅教諭等資質向上研修

新任主幹教諭研修会

新任教務主任研修会

安全担当主幹教諭研修会

89

教務主任

新任

特別支援学校新担任者研修会

特
別
支
援

図書館担当 新任司書教諭・新任図書館教育担当教諭研修会

職
能
研
修

（
職
能
に
応
じ
た
研
修

）

基
本
研
修

特別支援学校初任者研修（２年目）

学校悉皆(分校・定時制含む）

小学校初任者研修（３年目）

養護教諭新規採用者研修

１年目

２年目

３年目

中学校５年経験者研修

小学校５年経験者研修

幼稚園中堅教諭等資質向上研修

校長

教頭

中堅栄養教諭資質向上研修

中堅実習助手資質向上研修

中堅寄宿舎指導員資質向上研修

21年目 ２０年経験者研修会

新任 新任校長研修会

２年目

防災主任

90

防災主任研修会

地域別

担任
92 特別支援学級新担任者研修会

　　大学等との連携、その他の特記事項
　　仙台市立は仙台市教育委員会からの申込のみ対象

備考

高等学校初任者研修（２年目）

参加型 申込要否

幼稚園等新規採用教員研修

小学校初任者研修

中学校初任者研修

高等学校初任者研修

実習助手新規採用者研修

寄宿舎指導員新規採用者研修

小学校初任者研修（２年目）

中学校初任者研修（２年目）

  教職員の「聴講」
◇県農業大学校
◇仙台高等専門学校
◇宮教大附属
  （幼・小・中・特支）

分類 研修会番号 頁 研修事業名

初任研
（3年目）
選択研修
対象

中堅研
選択研修
対象

特別支援学校初任者研修

栄養教諭新規採用者研修

指
定
研
修

（
教
職
経
験
年
数
に
応
じ
た
研
修

）

教
職
経
験
年
数

採用１年目教員研修会（初任研・新採研対象者を除く）

中学校初任者研修（３年目）

高等学校初任者研修（３年目）

特別支援学校初任者研修（３年目）

６年目

高等学校５年経験者研修

養護教諭５年経験者研修

栄養教諭５年経験者研修

実習助手５年経験者研修

中学校中堅教諭等資質向上研修

高等学校中堅教諭等資質向上研修

中堅養護教諭資質向上研修

研究主任 新任研究主任研修会

１年目

研修担当 校内研修・研究担当者研修会

新任教頭研修会

主幹
新任

11 研研 修修 事事 業業 一一 覧覧

（１）「教職員」が受講対象となる研修事業
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Ｂ１２０１ 94 言語 悉皆 ○ － － －

Ｂ１２０２ 95 ＬＤ等 悉皆 ○ － － －

コーデ Ｂ１３００ 96 悉皆 ○ － － 〇

Ｃ０１１１ 99 話すこと・聞くこと 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０１１２ 100 書くこと 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０１１３ 101 読むこと 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０１２１ 102 話すこと・聞くこと 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０１２２ 103 書くこと 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０１２３ 104 読むこと 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０１３１ 105 話すこと・聞くこと 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立可

Ｃ０１３２ 106 書くこと 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立可

Ｃ０１３３ 107 読むこと 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立可

Ｃ０２１０ 108 小学校 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０２２０ 109 中学校 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０２３０ 110 高等学校(地歴科・公民科） 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０３１０ 111 小学校 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０３２０ 112 中学校 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０３３０ 113 高等学校 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立可

Ｃ０４０１ 114 小学校 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０４０２ 115 中学校 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０４０３ 116 高等学校 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０４０４ 117 希望 ○ － － － 仙台市立可

Ｃ０４０５ 118 希望 ○ － － －

Ｃ０５０１ 119 小学校 希望 ○ 〇 〇 〇 宮城教育大学と連携

Ｃ０５０２ 120 中学校・高等学校 希望 ○ 〇 〇 〇 中学校免許外教科担当教員が初めて当該教科を担当する場
合は悉皆受講となります。仙台市立可

Ｃ０６０１ 121 小学校 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０６０２ 122 中学校・高等学校 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０７０１ 123 小学校 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０７０２ 124 中学校・高等学校 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０８０１ 125 免許外担当者支援コース 希望 ○ 〇 〇 〇 中学校免許外教科担当教員が初めて当該教科を担当する場
合は悉皆受講となります。

Ｃ０８０２ 126 基本コース 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｃ０８０３ 127 応用コース 希望 ○ 〇 〇 〇 宮城教育大学と連携

Ｃ０９０１ 128 免許外担当者支援コース 希望 ○ － － 〇
中学校免許外教科担当教員が初めて当該教科を担当する場
合は悉皆受講となります。

Ｃ０９０２ 129 基本コース 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市教育センターと連携
仙台市立可

Ｃ０９０３ 130 応用コース 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立可

Ｃ１００１ 131 小学校 希望 ○ 〇 〇 －

Ｃ１００２ 132 中学校 希望 ○ 〇 〇 －

Ｃ１００３ 133 高等学校 希望 ○ 〇 〇 －

情報 Ｃ１１００ 134 希望 ○ － － － 仙台市立可

Ｃ１２０１ 135 起業家教育・水産 希望 ○ 〇 〇 － 仙台市立可

Ｃ１２０２ 136 ロボット制御・工業 希望 ○ 〇 〇 － 東北工業大学と連携、仙台市立可

Ｃ１２０３ 137 地域連携等・商業 希望 ○ 〇 〇 － 石巻専修大学と連携、仙台市立可

探究 Ｃ１３００ 138 希望 ○ － － － 仙台市立可

道徳 Ｃ１４００ 139 希望 ○ 〇 〇 〇

特活 Ｃ１５００ 140 希望 ○ 〇 〇 〇

複式 Ｃ１６００ 141 希望 ○ － － －

養教 Ｃ１７００ 142 希望 ○ － － 〇

Ｄ０１０１ 知的障害 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立は鶴谷特別支援学校のみ可

Ｄ０１０２ 自閉症・情緒障害・LD等 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立は鶴谷特別支援学校のみ可

Ｄ０１０３ 肢体不自由 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立は鶴谷特別支援学校のみ可

Ｄ０１０４ 病弱・身体虚弱 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立は鶴谷特別支援学校のみ可

Ｄ０１０５ 視覚障害 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立は鶴谷特別支援学校のみ可

Ｄ０１０６ 聴覚障害 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立は鶴谷特別支援学校のみ可

Ｄ０２００ 146 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｄ０３００ 147 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立は鶴谷特別支援学校のみ可

Ｄ０４００ 148 悉皆及び希望 ○ － － 〇 仙台市立は鶴谷特別支援学校のみ可

Ｄ０５００ 149 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｄ０６００ 150 希望 ○ － ○ 〇

Ｄ０７００ 151 悉皆及び希望 ○ － － －

Ｄ０７０２ 152 希望 ○ 〇 〇 －

Ｄ０８００ 153 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｄ０９００ 154 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｄ０９０３ 155 経験者・言語 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｄ０９０４ 156 経験者・LD等 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｄ１０００ 157 希望 ○ 〇 〇 〇

Ｄ１１００ 158 希望 ○ － － －

Ｅ０１００ 161 希望 ○ 〇 〇 〇 仙台市立可

Ｅ０２００ 162 希望 ○ － 〇 ○ 仙台市立可

Ｅ０３００ 163 希望 ○ － 〇 〇 仙台市立可

Ｅ０４００ 164 希望 ○ － 〇 〇 仙台市立可

Ｅ０５００ 165 希望 別途 － － －

通級による指導に興味のある方のための研修会（LD等・言語）

技術科研修会

理科実験研修会　高等学校

共に学ぶ教育研修会

東北学院大学と連携
中学校免許外教科担当教員が初めて当該教科を担当する場
合は悉皆受講となります。
※Ｃ１００３は仙台市立可

仙台大学と連携
中学校免許外教科担当教員が初めて当該教科を担当する場
合は悉皆受講となります。※C0702は仙台市立可

仙台市教育センターと連携
中学校免許外教科担当教員が初めて当該教科を担当する場
合は悉皆受講となります。

分類 研修会番号 頁 研修事業名

特
別
支
援

図画工作科・美術科研修会

中学校

体育科・保健体育科研修会

音楽 音楽科研修会

中学校免許外教科担当教員が初めて当該教科を担当する場
合は悉皆受講となります。
※Ｃ０４０３は仙台市立可

社会 社会科研修会

宮城教育大学と連携
中学校免許外教科担当教員が初めて当該教科を担当する場
合は悉皆受講となります。
※C0230は仙台市立可

通級 通級指導新担当者研修会

特別支援教育コーディネーター新担当者研修会

国語

重度・重複障害教育研修会

摂食嚥下リハビリテーション研修会

家庭
分野

家庭科研修会

英語
分野

英語科研修会

美術

体育

養護教諭スキルアップ研修会

自立活動研修会

発達障害教育研修会

備考

　　大学等との連携、その他の特記事項
　　仙台市立は仙台市教育委員会からの申込のみ対象

算数
数学

  教職員の「聴講」
◇県農業大学校
◇仙台高等専門学校
◇宮教大附属
  （幼・小・中・特支）

初任研
（3年目）
選択研修
対象

参加型 申込要否

小学校

国語科研修会

仙台市教育センターと連携

技術
分野

算数・数学科研修会

理科

理科研修会

理科実験研修会　小学校・中学校

高等学校における特別支援教育研修会

特別支援教育におけるＩＣＴ活用研修会

教
育
相
談
に

関
す
る
研
修

生徒指導研修会A（学級経営）

生徒指導研修会B（いじめ対応）

生徒指導研修会C（不登校）

生徒指導研修会D（学校指導体制）

学校単位型生徒指導研修会

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修

基
本
研
修

専
門
研
修

仙台市教育センターと連携
中学校免許外教科担当教員が初めて当該教科を担当する場
合は悉皆受講となります。

高等学校

仙台市教育センターと連携
中学校免許外教科担当教員が初めて当該教科を担当する場
合は悉皆受講となります。※C0602は仙台市立可

アセスメント研修会

通級指導研修会

職
能
研
修

特別支援教育課題対応研修会

福祉と教育の連携による特別支援教育コーディネーター研修会

複式教育研修会

教
科
等
に
関
す
る
研
修

情報科研修会　高等学校

産業 産業教育研修会

探究的な学びをデザインするプロジェクト型研修会

道徳教育研修会　小学校・中学校

特別活動研修会　小学校・中学校

特別支援教育早期支援研修会

145

中堅研
選択研修
対象
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Ｆ０１００ 167 希望 ○ － － －

Ｆ０２００ 168 推薦 ○ － － －

Ｆ０３００ 169 希望 ○ 〇 〇 － 仙台市立可

Ｆ０４００ 170 希望 ○ ○ ○ － 仙台市立可

Ｆ０５０１ Ａ日程

Ｆ０５０２ Ｂ日程

Ｆ０６０１ Ａ日程

Ｆ０６０２ Ｂ日程

Ｆ０７００ 173 推薦 ○ － － －

Ｆ０８０１ Ａ日程 希望 ○ － － ○

Ｆ０８０２ Ｂ日程 希望 ○ － － ○

Ｇ０１０１ 183 小・中学校 推薦 別途 － － －

Ｇ０１０２ 184 高等学校・特別支援学校 推薦 別途 － － －

Ｇ０２０１ 185 高等学校 希望 ○ － － －

Ｇ０２０２ 186 特別支援学校 希望 ○ － － －

Ｇ０３００ 187 希望 別途 － － －

Ｇ０４００ 188 希望 別途 〇 〇 ○

Ｇ０５００ 189 希望 別途 － － －

Ｇ０６００ 190 希望 － － － －

Ｊ０１１０ 193 悉皆 －

Ｊ０１２０ 悉皆 －

Ｊ０１３０ 悉皆 －

Ｊ０１４０ 悉皆 －

Ｊ０１５０ 悉皆 －

Ｊ０１６０ 悉皆 －

Ｊ０１７０ 悉皆 －

Ｊ０１８０ 悉皆 －

Ｊ０１９０ 悉皆 －

Ｊ０２０２ 希望 ○

Ｊ０２０３ 希望 ○

Ｊ０２０４ 希望 ○

Ｊ０２０９ 希望 ○

Ｊ０２０５ 希望 ○

Ｊ０２０６ 希望 ○

Ｊ０２０７ 希望 ○

Ｊ０２０８ 希望 ○

Ｊ０３０１ ー 別途

Ｊ０３０２ 希望 ○

Ｊ０３０３ 悉皆 －

Ｊ０３０４ 希望 ○

Ｊ０４０１ 推薦 別途

Ｊ０４０２ 希望 ○

Ｊ０４０３ 希望 別途

－ 希望 別途

（３）「児童生徒」「保護者」「一般県民」も受講対象としている研修事業等

－ － ○ － － 〇 〇 〇

－ － ○ － － 〇 〇 〇

宮城教育大学教職大学院と連携
※G0102は仙台市立可

公務研修所（知事部局）との連携講座（予定）

タイムマネジメント講座

折衝力・交渉力講座

サブリーダーのマネジメント講座

クレーム対応力講座

公務研修所（知事部局）との連携講座（予定）

公務研修所（知事部局）との連携講座（予定）

公務研修所（知事部局）との連携講座（予定）

公務研修所（知事部局）との連携講座（予定）

管理者研修

（２）「事務職員等」が受講対象となる研修事業

分類 研修会番号

選択制研修

公務研修所（知事部局）との連携講座（予定）

スクールミドルリーダー養成研修会

県立学校臨時的任用職員研修会

科学巡回指導訪問・教員対象研修会

長期研修研究発表会

管理職研修

総合研修

階層別研修

主事・技師級研修

主査級研修(昇任）

主査級研修(経験者）

主任主査級研修

情
報
教
育
に
関
す
る
研
修

小学校プログラミング教育研修会

172 Google Workspaceを活用した
授業づくり研修会

新任職員研修

頁 研修事業名

タスク管理講座

分類 研修会番号 研修事業名

  教職員の「聴講」
◇県農業大学校
◇仙台高等専門学校
◇宮教大附属
  （幼・小・中・特支）

備考

その他の特記事項

　　大学等との連携、その他の特記事項
　　仙台市立は仙台市教育委員会からの申込のみ対象

初任研
（3年目）
選択研修
対象

中堅研
選択研修
対象

備考

－ － －

研修事業名

公開講座
特別支援教育公開講座Ⅰ

特別支援教育公開講座Ⅱ

一般
県民

初任研
（3年目）
選択研修
対象

中堅研
選択研修
対象

備考

専門研修

小中学校事務職員実務研修

労務職員研修

新任学校司書研修

学校司書研修

特別研修

学校事務共同実施リーダー育成研修

学校事務ワン・ウィーク異校種交流研修 ※研修会番号はありません

195

196

197

198

参加型 申込要否

会計事務ゼミナール

小学校プログラミング教育リーダー養成研修会

情報メディア研修会

ファシリテーション講座

ワンペーパー資料作成講座

教科指導におけるＩＣＴ活用リーダー養成研修会

171

174

子供のこころサポート訪問支援研修会

1人１台端末時代における情報モラル教育研修会

ICTを活用した校務改善研修会

分類 研修会番号

194

保護
者

学校事務レベルアップ研修

参加型 申込要否

希望 ○iPadを活用した授業づくり研修会 － － －

チームビルディング講座

新任事務次長研修

新任班長研修

新任事務室長研修

参加型 申込要否

希望 ○

専
門
研
修

159

頁

頁

200

199

201

202

203

204

児童
生徒
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（４）　令和6年度　宮城県総合教育センター　研修事業実施期日一覧

※各研修の詳細は「３　各研修ガイド」を参照のこと

4月
SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4 5 6
長研開講式

7 8 9 10 11 12 13
◆J 新任職員 ◆J 新任職員

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27
A 高初任研 ⓔA 養教新採

A 特支初任研（小中） B 安全担当主幹

A 特支初任研（高）

28 29 30
昭和の日

【オンデマンド配信の研修】

A 小中高特初任研 ４/４～4/12

A 養栄実寄新採 ４/４～4/12

A 幼新規 ４/30～5/31（5/２は15:00～リアルタイム配信）

A 幼中堅 ４/30～5/31

G 管理職研修 ４/24～12/27

オンデマンド配信の期間や内容についてはP190をご覧ください。
Ｊ 新任職員 ４/４～4/12

※ 配信期間を過ぎると視聴できなくなります。

Ａ・・・指定研修（教職経験年数に応じた研修）
Ｂ・・・職能研修（職能に応じた研修）
Ｃ・・・教科等に関する研修
Ｄ・・・特別支援教育に関する研修
Ｅ・・・生徒指導・教育相談に関する研修
Ｆ・・・情報教育に関する研修
Ｇ・・・総合研修
Ｊ・・・事務職員等に関する研修
◆・・・総合教育センター以外の会場で実施
ⓔ・・・リアルタイム配信等によるeラーニング研修受講日
＊・・・会場が複数になる研修

－　　－22



 

5月
SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4
B 小中新任主幹 憲法記念日 みどりの日

B 高特新任主幹

5 6 7 8 9 10 11
こどもの日 休日 ⓔA 小初任研 B 小中新任校長 B 小中新任研究主任

ⓔA 中初任研 B 高特新任校長 B 特新任研究主任

ⓔA 高初任研 C 技術研(免外)

ⓔA 特支初任研（小中） C 家庭研(免外)

ⓔA 特支初任研（高） ◆ C複式

ⓔA 養教新採 J 新任職員

ⓔA 栄教新採

ⓔA 実助新採

ⓔA 寄宿舎新採

12 13 14 15 16 17 18
A 小初任研 A 高初任２年 A 高特２０年

A 特初任２年（高）

19 20 21 22 23 24 25
A 高初任研 A 養教新採 A 実助５年経験 B 小中新任教頭

A 特支初任研（小中） A 養教５年経験 A 寄宿舎５年経験 B 高特新任教頭

A 特支初任研（高） A 中堅養教 A 中堅実助 B 特学校新担

A 実助新採 B 防災主任1年目 A 中堅寄宿舎 J 新任事務室長

A 寄宿舎新採 ◆C 小音研

E 生徒指導C

26 27 28 29 30 31
A 中初任研 A 小中２０年

F ICTリーダー

【オンデマンド配信の研修】

A 小中高養栄中堅 ５/１～５/31

Ｂ 特学級新担 ５/14～５/28

※ 配信期間を過ぎると視聴できなくなります。
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6月

B 通級新担 A 小中堅 A 特初任２年（高）

C 小理研 A 中中堅 C 技術研(免外・基)

C 中理研 A 高中堅 F iPad活用A

C 高理研 J 新任事務次長

D 通級興味（LD等・言語）

F プロリーダー

◆A 小初任研 D 摂食嚥下 ◆B 小中新任校長 A 高初任２年

◆A 中初任研 F GW活用A ◆B 高特新任校長

◆A 高初任研 E 生徒指導A B コーデ新

◆A 特支初任研（小中） J 事務レベルアップ

◆A 特支初任研（高）

◆A 養教新採

◆A 栄教新採

◆A 実助新採

◆A 寄宿舎新採

◆A 採用1年目研修

◆J 新任職員

A 高初任３年 A 小初任２年 A 中初任２年

A 特初任３年（高） A 特初任２年（小） A 特初任２年（中）

A 栄教新採

A 栄教５年経験

A 中堅栄教

C 高情報

A 高初任研 B 高特新任教務 A小初任３年 A小初任３年

A 特支初任研（高） C 小音研 A中初任３年 A中初任３年

E 生徒指導B A特初任３年（小） A特初任３年（小）

F 校務改善A A特初任３年（中） A特初任３年（中）
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7月
SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4 5 6
A 特支初任研（小中） B 防災主任2年目 A 幼新規 A 高中堅 特別支援

A 特支初任研（高） C 小算研 D 自立活動 C 中国研 公開講座Ｉ

B 小中新任教務 C 中数研

C 探究デ

J 主任主査級

7 8 9 10 11 12 13
A 高初任研 C 高国研 A 高５年経験

F プログラミング C 高数研 F iPad活用B

J ファシリテーション J ファシリテーション

14 15 16 17 18 19 20
海の日 ◆A 寄宿舎新採 C 高理実験研 D 重度重複

◆A 寄宿舎５年経験 F 情報モラル F 情報メディア

◆A 中堅寄宿舎 J 主査級（昇任者）

D 発達障害

21 22 23 24 25 26 27
D 早期支援 J タスク管理 A 幼中堅

D 高特研

28 29 30 31
E 生徒指導D A 幼新規 B 小中新任教頭

G 臨時的任用 A 幼中堅 B 高特新任教頭

◆C 小国研 ◆C 小算研

ⓔC 養教スキルアップ

D 通級（経験・言語）

【オンデマンド配信の研修】

A 小中特（小中）初任２年 ７/22～８/21

A 小中高特初任研 7/23～８/１６

A 養教新採 7/23～８/１６

Ｂ 小中新任校長 ７/26～８/30

Ｂ 高特新任校長 ７/26～８/30

D 早期支援 ７/２～７/16

※ 配信期間を過ぎると視聴できなくなります。
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8月
SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3
C 小中理実験研 A 幼新規

J 共同実施リーダー ◆C 家庭研(基）

4 5 6 7 8 9 10
◆C 小社研 ＊A 高初任研 ＊A 高初任研 A 幼新規 ◆C 小英研

◆C 中社研 ＊A 特支初任研（高） ＊A 特支初任研（高） ◆C 技術研(応) ◆C 中英研

◆C 高社研 ＊A 高初任２年 ＊A 高初任２年 C 家庭研(応) ◆C 高英研

◆C 小図研 ＊A 特初任２年（高） ＊A 特初任２年（高） F GW活用B D アセスメント

◆C 中高美研 ＊A 高中堅 ＊A 高中堅

◆C 産業ロボ ◆C 産業ロボ ◆C 中数研

C 小中特活

F 校務改善B

11 12 13 14 15 16 17
山の日 休日

18 19 20 21 22 23 24
C 家庭研(免外) A 幼中堅

A 中堅養教

25 26 27 28 29 30 31
J 主事・技師級 ⓔA 小初任研

ⓔA 中初任研

ⓔA 高初任研

ⓔA 特支初任研（小中）

ⓔA 特支初任研（高）

ⓔA 養教新採

ⓔA 栄教新採

ⓔA 実助新採

【オンデマンド配信の研修】

Ｊ 新任事務室長 ８/１～８/30

※ 配信期間を過ぎると視聴できなくなります。
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9月
SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4 5 6 7
◆A 栄教新採 ◆B 小中新任研究主任

◆A 栄教５年経験

◆A 中堅栄教

8 9 10 11 12 13 14
G スクールミドル A 実助５年経験 B 安全担当主幹 C小国研(読む)

A 寄宿舎５年経験 C 中高音研 C中国研（読む）

A 中堅実助 ◆C 小体研 C高国研（読む）

A 中堅寄宿舎 ◆C 中高保体研 ◆C 高理実験研

J チームビルディング ◆D通級（経験・LD等）

Jチームビルディング

15 16 17 18 19 20 21
敬老の日 ◆A 小初任２年 ◆A 中初任２年

◆A 特初任２年（小） ◆A 特初任２年（中）

B 特学級新担 B 特学級新担

◆C 小体研 ◆C 産業地域

◆C 中高保体研

22 23 24 25 26 27 28
秋分の日 休日 ◆A 小初任研 A 高５年経験 A 中堅養教 C 小図研

◆A 中初任研 D 特ICT ⓔB 小中新任校長 ＊D 発達障害

◆A 高初任研 ⓔB 高特新任校長 ＊D 高特研　

◆A 特支初任研（小中） ◆C 小社研

◆A 特支初任研（高） ◆C 中社研

◆A 養教新採 ◆C 高社研

◆A 栄教新採

29 30
G スクールミドル

【オンデマンド配信の研修】

Ｂ 小中新任教頭 ９/10～10/10

Ｂ 高特新任教頭 ９/10～10/10

C 家庭研(免外・基本・応用） ９/２～９/30

※ 配信期間を過ぎると視聴できなくなります。
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10月
SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4 5
◆A 小初任研 B 高研修研究

◆A 中初任研 B 特研修研究

◆A 高初任研 C 小国研（書く）

◆A 特支初任研（小中） C 中国研（書く）

◆A 特支初任研（高） C 高国研（書く）

◆A 養教新採 C 中高音研

◆A 栄教新採

6 7 8 9 10 11 12
A 高初任２年 A 高初任研 C 小国研（話す・聞く） ◆C 高理研

A 特初任２年（小中） A 特支初任研（高） C 中国研（話す・聞く） ◆C 高英研

A 特初任２年（高） C 高国研（話す・聞く） C 産業起業

◆C 家庭研(基） D 特課題対応

D 福祉連携 ◆J 新任職員

◆J 新任職員

13 14 15 16 17 18 19
スポーツの日 ◆C 小英研 ◆C 中理研 B 防災地域別仙台 ◆B 新司書・新図書担当

D 福祉連携 ◆C 中英研 J 新任事務室長

ⓔFプロリーダー D 共に学ぶ

J 事務レベルアップ

20 21 22 23 24 25 26
A 小初任研 ◆A 栄教新採 A 養教新採

◆A 中堅栄教 A 養教５年経験

B 小中新任教頭 A 中堅養教

B 高特新任教頭 ◆C 家庭研(応)

27 28 29 30 31
B 小中新任校長 ◆A 幼新規

B 高特新任校長 A 小初任３年

◆C 小理研 A 中初任３年

C 中高美研(20) A 高初任３年

A 特初任３年（小）

A 特初任３年（中）

A 特初任３年（高）
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11月

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2

3 4 5 6 7 8 9
文化の日 休日 A 中初任研 ◆A 養教新採 A 小中堅 特別支援

◆A 特初任２年（小中） A 中中堅 公開講座Ⅱ

◆A 特初任２年（高） A 高中堅

J 管理者 A 中堅養教

A 中堅栄教

10 11 12 13 14 15 16
ⓔG スクールミドル A 高初任研 ◆A 実助新採 J 主査級（経験者）

A 特支初任研（高） ◆A 実助５年経験

A 高５年経験 ◆A 中堅実助

17 18 19 20 21 22 23
A 小５年経験 A 小５年経験 C 養教スキルアップ 勤労感謝の日

A 中５年経験 A 中５年経験 F ICTリーダー

J ワンペーパー

24 25 26 27 28 29 30
A 高初任研 A 栄教新採 D 自立活動

A 特支初任研（高） A 栄教５年経験

A 高５年経験 A 中堅栄教

【オンデマンド配信の研修】

特別支援教育公開講座Ⅱ 11/８～11/18

※ 配信期間を過ぎると視聴できなくなります。
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12月
SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4 5 6 7
A 特初任２年（小中） A 特支初任研（小中） A 養教新採 B 安全担当主幹 B 小中新任教頭

A 特支初任研（高） A 養教５年経験 B 高特新任教頭

C 探究デ A 中堅養教

C 小中道徳 C 高理実験研

8 9 10 11 12 13 14
G スクールミドル

15 16 17 18 19 20 21
B 小中新任主幹

B 高特新任主幹

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

1月
SUN MON TUE WED THU FRI SAT

1 2 3 4
元日

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
成人の日 A 高初任２年

A 幼中堅

19 20 21 22 23 24 25
A 高初任研

26 27 28 29 30 31
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2月

G 長研発表会 ⓔJ 新任事務次長

建国記念の日 ⓔJ 主任主査級

天皇誕生日 休日

3月

春分の日 長研閉講式
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（１）宮城県教職員研修受講システム(Ｍナビオンライン)について

①システム概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３
②システム利用者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３
③ｅラーニングについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３

（２）市町村立小・中・義務教育学校、県立学校、地方機関等に

おける受講申込手続

①受講管理システムで申込みを行う研修・・・・・・・・・・・・・・３４
②受講管理システムを利用せずに申込みを行う研修・・・・・・・・・３５
③受講申込手続を要しない研修・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５

（３）公立幼稚園等、市立高等学校等、私立学校における受講申込

手続 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３６

（４）研修講座の聴講・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７

（５）Ｍナビオンラインの操作について ・・・・・・・・・・・・・３７

（６）研修受講の留意事項等

①受講の留意事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３８
②研修会が中止となる場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９
③欠席等の連絡と各種届出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９

宮城県教職員研修受講システムの問合せ
Ｍナビオンラインヘルプデスク ０２２－７８４－３５４７

2222 研研研研 修修修修 会会会会 のののの

受受受受 講講講講 にににに 当当当当 たたたた っっっっ てててて

－　　－32



（１）宮城県教職員研修受講システム（Ｍナビオンライン）について

①システム概要

②システム利用者

③ｅラーニングについて

受講管理

システム

サテライトWeb研修

システム
ｅラーニング

システム

宮城県教職員研修受講システム MMナナビビオオンンラライインン

【備考】

オンラインによる研修については、Ｍナビオンラインのｅラーニングシステムのほかに、総合教育センターホーム

ページに掲載する動画や研究成果を活用することもあります。また、Ｚｏｏｍ等のＷｅｂ会議システムを使用する研修

会もありますので、必ず受講管理システムで研修会情報を確認のうえ受講してください。

学 校 等

総合教育センター

ｅラーニングシステム

市町村教育委員会

教職員

県立学校管理者

（所属管理者）

オンライン

研修受講

小・中学校管理者

（所属管理者）・研修受講申込

・職員情報変更

研修受講

申込

教育事務所

受講管理システム連 携

申込結果

確認

・研修受講申込

・職員情報確認

職員情報確認

仙台

気仙沼

東部大河原

北部
総合教育

センター

インターネット回線で結
び、研修会や会議をオン
ラインで実施する

サテライトWeb研修システム

教職員・・各各機機関関へへ

受受講講決決定定通通知知

教教職職員員・・各各機機関関

受講履履歴歴

確確認認

【小・中学校等の県費負担教職員】【市町村教育委員会事務局】【教育事務所】

市町村立の小・中学校等の教職員が受講管理システムを利用して申込んだ内容は、所属管理者、市町村教育

委員会、教育事務所の順に承認を経て、総合教育センターに送信されます。

【県立学校の教職員】【地方機関等の教職員】

県立学校、地方機関等の教職員が受講管理システムを利用して申込んだ内容は、所属管理者の承認を経て、

直接、総合教育センターに送信されます。

総合教育センターでは、ＩＣＴを効果的・効率的に活用した研修を実施するため、教職員研修受講システム（Ｍ

ナビオンライン）を運用しています。研修の受講申込や受講履歴を管理する「受講管理システム｣、オンライン研修

を視聴する「ｅラーニングシステム｣、複数の会場をライブ配信で結ぶ「サテライトＷｅｂ研修システム」の３種類

で構成されています。

ｅラーニングは、パソコン等を使用して、インターネット上のｅラーニングシステムにアクセスし、オンライン

で研修を受講（視聴）するものです。視聴することで受講が修了するコンテンツのほかに、集合研修の事前や事後

に視聴して予習・復習に活用するものなどがあります。また、受講する研修に関わらず、いつでも誰でも視聴する

ことができ、自主研修や校内研修に活用できるコンテンツも配信します。
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①受講管理システムで申込みを行う研修

（２）市町村立小・中・義務教育学校、県立学校、地方機関等における受講申込手続

受講選考
結果通知

受講決定
通知

受講決定通知等送信

受講者決定

受講者選考

選択制研修

総合教育センター

受講者承認

シシスステテムムをを利利用用ししてて申申込込みみをを行行うう研研修修

指定研修（悉皆）  職能研修（悉皆） 専門研修 総合研修 事務職員等研修

<研修会番号>

５年研
中堅研
２０年研

採用１年目研

新任教務主任
新任研究主任
研修・研究担当
防災主任

新任司書教諭・新任
図書館教育担当教諭
特別支援（新担任・
通級新担当・コーデ新

担当）

J0202～J0209
総セ主催
公研主催

J0302
労務職員

J0304
学校司書

C0111～C1700
教科

D0101～D1100
特別支援

E0100～E0400
生徒指導・教育相談

F0100～F0802
情報教育

G0201～G0202
臨時的任用職員

G0400
長研発表会

<研修会番号> <研修会番号> <研修会番号>

<研修会番号>

A0510～A3001

受講者承認

<研修会番号>

Ｂ0501～Ｂ1300

所属職員情報
確認

小
学
校
・
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校

受講申込フロー

職員情報
確認・変更

申込

特別研修専門研修

J0402
学校事務
レベルアップ

<研修会番号>

受講決定
通知

受講選考
結果通知

受講選考
結果通知

受講者選考

受講者決定

受講決定通知等送信

所属申込

受講決定フロー

職員情報
確認・変更

申込
所属職員情報

確認

所属申込

教育事務所

シシ
スス
テテ
ムム
をを
利利
用用
すす
るる
申申
込込
みみ
～～

受受
講講
決決
定定
通通
知知
等等

校種 職員 所属管理者 教育委員会

受講申込フロー

受講決定フロー

受講選考
結果通知

県
立
学
校
・
地
方
機
関
　
等

【注意事項】

☛ 研修申込を行う前に、システムに登録されている自分の所属・職名・教科等の職員情報が正しいか必ず確認を行い、
必要に応じて職員情報の更新を行ってください。誤った職員情報のままだと正しく申込みができない場合があります。
☛ 中学校免許外教科担任教員が初めて当該教科を担任する場合は、当該教科に関する研修が悉皆となりますので、必ず
申込手続を行ってください。

☛ 中堅教諭等資質向上の選択研修として専門研修を受講する場合は、研修計画書の提出だけでは申込完了となりません。
必ず受講管理システムで申込手続を行ってください。

・ 以下に示す研修は、申込者本人がシステム入力を行った後に、所属管理者及び所管する機関による承認を経て、

総合教育センターに申込データが届きます。所属管理者は申込者本人と必ず内容を確認してください。

・ 各種研修の申込期限については、３月中旬～４月に送付する通知文書等を確認してください。

・ 指定する期間内に受講管理システムで送信を完了してください。

・ 申込者本人には「受講決定通知」を、申込者本人以外は「受講選考結果通知」をシステムから送信しますので、

確認してください。
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 ②受講管理システムを利用せずに申込みを行う研修

 ③受講申込手続を要しない研修

所属管理者

受講選考
結果通知

受講決定
通知

小
学
校
・
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校

受講者登録フロー

受講者確認

受講者登録
受講者
確認・承認

受講者
確認・承認

受講者決定

受講決定フロー

受講決定
通知等送信

シシ
スス
テテ
ムム
をを
利利
用用
しし
なな
いい
申申
込込
等等

（（
受受
講講
決決
定定
等等
はは
シシ
スス
テテ
ムム
でで
通通
知知

））

校種 総合教育センター 教育事務所 教育委員会

受講選考
結果通知

受講選考
結果通知

県
立
学
校
・
地
方
機
関
　
等

受講者登録フロー

受講者確認

受講者登録
受講決定

受講決定フロー

受講決定
通知等送信

受講選考
結果通知

受講決定
通知

職員
（申込者本人）

【注意事項】

☛ ４月に開催される初任者研修・新規採用者研修等は、受講決定通知と前後する場合があります。発令辞令に基

づく悉皆研修のため実施計画や受講管理システムの研修会情報を確認し、忘れずに受講してください。

・ 以下に示す研修は、システムを利用せずに申込みを行います。申込方法や申込期限等については研修毎

に別途通知します。また、受講決定については文書等での通知と併せて、システムでも送信します。

・ 学校単位型の研修会については、文書等で通知及び申込みを行い、別途開催決定等をお知らせします。

・ 採用や任命による悉皆研修の受講対象者となる場合、申込手続は不要です。申込者本人には「受講決定

通知」を、申込者本人以外は「受講選考結果通知」をシステムから送信しますので、確認してください。

シシスステテムムをを利利用用せせずずにに申申込込みみをを行行うう研研修修 申申込込不不要要のの研研修修

<研修会番号>
E0500

<研修会番号>
G0101～G0102
G0300、G0500

 システムによらない申
 込みが必要になりま
 す。
 申込方法・推薦方法等
 については別途通知し
 ます。。。。。。

 システムによらな
 い申込みが必要に
 なります。申込方
 法・推薦方法等に
 ついては別途通知
 します。

 システムによらな
 い申込みが必要に
 なります。申込方
 法・推薦方法等に
 ついては別途通知
 します。 J0303

 発令辞令に基づく
 ため申込手続不要

 発令辞令に基づく
 ため申込手続不要

 発令辞令に基づ
 くため申込手続
 不要。。。。。

該当する職種の
全職員を対象と
しているため申
込手続不要

特別研修

<研修会番号>
J0110～J0190

<研修会番号>
J0301

<研修会番号>
J0401、J0403

初任者研修
新規採用者研修

新任校長研修
新任教頭研修

新任主幹教諭研修
安担主幹教諭研修

 発令辞令に基
 づくため申込
 手続不要

 各教育事務所で
 通知・決定する

<研修会番号>
A0110～A0343

<研修会番号>
B0101～B0400

<研修会番号>
G0600

階層別研修（悉皆） 専門研修

事務職員等研修指定研修（悉皆）  職能研修（悉皆）  総合研修 専門研修  総合研修 事務職員等研修

総合教育センターが受講者をシステムに登録します。
（一部の専門・総合研修を除く）

総合教育センターが受講者をシステムに登録します。
（一部の専門・総合研修を除く）
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（３）公立幼稚園等、市立高等学校等、私立学校における受講申込手続

指定研修

<研修会番号>
A0110～A2002

 校種等によって対象外の研修
 があります。対象となる研修
 については、研修計画を確認
 してください。

 私立高の初任者研修について
 は教科等に関する研修のみが
 受講対象となります。

職能研修

<研修会番号>
B0502～B1300

申申込込みみがが必必要要ととななるる研研修修 申申込込不不要要のの研研修修

職能研修

<研修会番号>
B0102、B0202、 B0302

新任校長研修
新任教頭研修

新任主幹教諭研修

 市立高のみ対象

 発令辞令を総セで把握
 しているため申込手続
 不要。。

<研修会番号>
G0102

スクールミドル研修

 市立高のみ対象で、推
 薦方法等については別
 途通知します。

専門研修 総合研修

 校種等によって対象外の研修
 があります。対象となる研修
 については、研修計画を確認
 してください。

<研修会番号>
C0111～F0802

 校種等によって対象外
 の研修があります｡

受講申込フロー

受講希望名簿作成 名簿確認・集約 受講決定

　　　　受講決定フロー　　　

受講決定通知 受講決定通知 受講決定通知発行

名簿確認・集約 名簿確認・集約

受講決定通知 受講決定通知

　　　　　受講決定フロー　　　

受講決定通知発行

所属
教育委員会

私学・公益法人課
仙台市教育センター

教育事務所 総合教育センター

研修申込フロー

受講希望名簿作成 受講決定

受講決定フロー

受講決定通知 受講決定通知 受講決定通知 受講決定通知発行

申込
方法

種
類

校種等

市
立
高
等
学
校

申申
込込
不不
要要
のの
研研
修修

申申
込込
みみ
がが
必必
要要
とと
なな
るる
研研
修修

公
立
幼
稚
園
等

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
な
い
申
込
み

【注意事項】
☛ 職能研修のうち管理職研修等を受講する市立高等学校の対象者については、総合教育センターで受講者を登録
しますので、申込手続は不要です。

☛ 総合研修のうち「スクールミドルリーダー養成研修会」については、別途発送する通知文により申込方法・申
込期限等を確認してください。

ｅｅララーーニニンンググをを受受講講すするる場場合合ののＩＩＤＤととパパススワワーードドはは、、総総合合教教育育セセンンタターーでで発発行行ししまますす。。

・ 公立幼稚園等、市立高等学校等、私立学校の教職員は、受講管理システム利用対象外のため、関係機関を
経由して総合教育センターに申込みを行います。

・ 一部の研修を除き、指定された期間内に受講申込みを行います。指定の様式を使用し、受講希望者の名簿

を所管の機関等に提出してください。

・ 所管する機関は、学校（園）の名簿を確認し、集約後に総合教育センターへ提出願います。受講決定通知

については、関係機関を経由し各所属に通知します。

・ 各種研修の申込締切については、３月中旬～４月に送付する通知文等で確認してください。

市
立
高
等
学
校

私
立
学
校

ｅラーニング利用のためのＩＤを発行

ｅラーニング利用のためのＩＤを発行

ｅラーニング利用のためのＩＤを発行
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（４）研修講座の聴講

（５）Ｍナビオンライン（受講管理システム・ｅラーニングシステム）の操作について

　　

　　

受受講講管管理理シシスステテムム

ｅｅララーーニニンンググシシスステテムム

【注意事項】

☛ 聴講が可能な研修は研修事業一覧(P.19～P.21)と研修ガイドに記載されています。聴講願を提出する前に

必ず確認してください。また、定員超過の場合はお断りすることがありますので承知願います。

・ 聴講を申込みできる所属は次のとおりです。

操作方法は、ｅラーニングシステム内にあるコンテンツで案内していますので確認してください。

① 総合教育センターのホームページを開く ②「Ｍナビオンライン」バナーをクリック

③「ｅラーニング」バナーをクリック④ログインしてください
⑤「学習」をクリックする
とコンテンツがあります

ｅラーニングシステムへのログイン方法

市町村立学校（仙台市立学校及び石巻市立高等学校を除く）、

県立学校の教職員及び地方機関等の職員

▸ 各自のＩＤ及びパスワードにてログインしてください。

上記以外の教職員

▸ 受講決定後発行するＩＤ及びパスワードによりログイン

可能となります。

①受講管理システム
・研修情報の確認

・研修の申込

・受講決定の確認

・受講履歴の確認

②ｅラーニングシステム
・研修の講座やコンテンツの視聴

・研修資料等のダウンロード

○市町村立学校（仙台市立学校及び石巻市立高等学校を除く）、県立学校の教職員及び地方機関等の職員

→所属管理者にロック解除を依頼してください。

○上記以外の教職員

→管理職に相談後、ヘルプデスクへ連絡してください。

Ｍナビオンラインヘルプデスク
【電話番号】022-784-3547
【受付時間】平日9時00分～16時00分
※12時00分～13時00分を除く
※祝日及び休日、お盆期間、年末年始
を除く

☛ 万が一、ログインに失敗してロックがかかった場合は…

管理職に相談後、ヘルプデスクへ連絡してください。

各システムでできること

・ 聴講を申込む所属長は、令和６年４月１０日（水）までに総合教育センター所長へ「聴講願」を提

出してください。聴講決定後、所属長へ「聴講決定通知書」を送付します。

・ 様式は、総合教育センターホームページの「様式ダウンロード」よりダウンロードしてください。

宮城県農業大学校・宮城教育大学附属幼稚園・宮城教育大学附属小学校・宮城教育大学附属中学校・

宮城教育大学附属特別支援学校・仙台高等専門学校（以上６校）
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（６）研修受講の留意事項等

 ①受講の留意事項

1

2

3

4

6

7

8

10

11

13

【注意】感染症等の状況により、運用を変更する場合があります。

12

電 話 に つ い て

合理的配慮について
受講にあたって合理的配慮を希望する場合は、受講申込前に受講者の所属校教頭等か
ら、総合教育センターへ連絡してください。

受講者への外部からの電話は、緊急の場合を除き、取次ぎできません。

名札は配布しません。身分証明のために名札を持参してください。

※所属校名、職名、氏名が明記してあれば、所属校で使用しているもの、又は自作の
もので構いません。

名 札 に つ い て

※手続きの詳細や様式等については、Ｐ３９の「③欠席等の連絡と各種届出」を参照
してください。

受講者の所属校教頭等から、担当班へ電話で連絡してください。

災害発生時の避難経路等については、係から連絡しますので指示に従ってください。

指定された場所以外での飲食はできません。係の指示に従ってください。

【総合教育センター会場の場合】

9

5 欠 席 に つ い て

遅 刻 に つ い て

研修会の受講決定通知は、一部の研修・所属を除き受講管理システムで送信します。
３月中旬～４月に送付する通知文により送信日を確認の上、送信日以降にシステムに
ログインし受講決定を確認してください。

【事後】「欠席届」等を提出してください。

昼 食 に つ い て

【東北自治総合研修センター会場の場合】

　東北自治総合研修センターの食堂を利用することができます。

受講決定通知について

研修会情報について

交 通 手 段 に つ い て

受 付 に つ い て

研修会の詳細は、センターホームページ等から、各自「受講管理システム」にログイ
ンし、研修会情報を確認してください。
なお、内容等に変更がある場合には、開催日の１ヵ月前までに情報を更新しますの
で、必ず確認してください。その他、連絡事項等がある場合には、センターホーム
ページに掲載しますので、併せて確認してください。

原則として総合教育センターへの来所は、公共交通機関を利用願います。（受講者用
の駐車場はありません。）
なお、総合教育センター以外の会場で開催する研修については、センターホームペー
ジの連絡事項等で交通手段に係る注意事項等を確認してください。

研修会の受付時刻を厳守してください。事情があって遅刻する場合は、下記６により
事前に連絡してください。緊急の場合は、速やかに連絡してください。

研修ごとに、振り返りのアンケート等を実施しますので、必ず回答をお願いします。

　総合教育センターには食堂がありませんので、各自で準備してください。
　（研修会開催日によっては、弁当業者が１階エントランスホールにて販売します。)

非 常 時 の 対 応

飲 食 に つ い て

【事前】受講者の所属校教頭等から、担当班へ電話で連絡してください。

アンケート等について
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 ②研修会が中止となる場合

　

　(ア)　午前６時の時点で、宮城県沿岸部に「津波警報」が発令されている場合

　(イ)　午前６時から受付開始予定時刻までの間に、宮城県沿岸部に「津波警報」が発令された場合

　　　　※既に、居住地または所属校を出発し、総合教育センターへ受講者が向かっている場合は、

　　　　　自身の安全確保を第一に行動してください。

　(ウ)　受付開始予定時刻から研修終了予定時刻までに、宮城県沿岸部に「津波警報」が発令された

　　　場合

　(ア)　宮城県全域を対象に、「特別警報」が発令された場合

　(イ)　名取市に、「特別警報」が発令された場合

　(ア)　前日までに総合教育センターを利用した者又は職員が感染症等に感染した場合は、中止する

　　　ことがあります。

　(イ)　保健所等の指示により総合教育センターの利用制限や消毒作業を指示された場合

　◆ 総合教育センターホームページ　：　https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/

 　◆ 総合教育センターフェイスブック：　https://www.facebook.com/Miyagieducationcenter/

 ③欠席等の連絡と各種届出

　ア　諸届等の種類と内容

 ア　津波警報が発令された場合

　　　　※安全確保ができたのちに所属長の指示を受けて行動してください。

選択制研修
専門研修

総合研修
内　　　　　　　　　　容

基本研修

階層別研修

○ ○

延　期　願 ― ―

特別の事情によって研修に参加できない場合（一部の日程が受講
できない場合も含む）

※代理者による受講が可能な職能研修の場合、欠席届は不要です。
※代理者が受講する場合は、事前にセンター担当者へ連絡してください。

事情により、同一研修会を他の会場・期日によって受講したい場
合

事情（産休、育休、その他）により、当該研修会を次年度以降に
受講せざるを得ない場合

※複数年度にまたがる場合は、毎年、年度始めに提出してください。

―

欠　席　届 ○

○

○

―

 エ　交通事情及びその他の緊急事態が発生した場合

種　　類

 イ　特別警報が発令された場合

 ウ　感染症等が発生した場合

　　　　※津波警報が解除されるまでの間は研修を中止し、受講者を避難場所へ移動させます。

期日変更願

次の場合、当該日に開催される研修事業を実施しません。実施しないことの連絡及び当該研修の中止・延期

等の措置については、総合教育センターのフェイスブックに掲載します。基本的には当該日の前日までに周知

しますが、緊急時は当該日の午前６時３０分までにフェイスブックへ掲載します。

（総合教育センターホームページから確認できます。）

※様式はP41～42を参照
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　イ　辞退について

事情により、受講決定のあった研修会の受講を辞退する場合は研修会担当に連絡してください。

　ウ　提出手続　　　　

　 (ア)　公立幼稚園等、市町村立小・中・義務教育学校、市立高等学校等の場合

　 (イ)　県立学校、地方機関等の場合

　 (ウ)　私立学校の場合

　エ　諸届の様式　　　　

　・　各市町村教育委員会（以下「各地教委」という。）に相談の上、諸届を提出してください。公立
　　幼稚園等、小・中・義務教育学校は、必要に応じて、各教育事務所にも相談してください。

（宮城県総合教育センタートップページ　→　研修計画／各種様式　→　様式ダウンロード）

　・　総務部私学・公益法人課と相談の上、諸届を提出してください。

　・　相談の結果を、総合教育センター研修会担当へ電話連絡し、指示を受けてください。また、諸届
　　は所属控え用に写しを保管してください。

　 諸届の様式は、P41～P42 に掲載してあるものをコピー、または総合教育センターホームページから
 ダウンロードして使用してください。

様式ダウンロードＵＲＬ：　　https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/yousiki.html

　・　当該学校と各地教委担当は相談の結果を、あらかじめ総合教育センター研修会担当に電話で連絡
　　し、指示を受けてください。また、諸届は所属控え用として写しを保管してください。
　　→幼稚園等、小・中・義務教育学校は、各地教委経由でセンターに提出
　　→市立高等学校等は、市教委経由でセンターへ提出

　・　該当学校及び管理者は、あらかじめ総合教育センター研修会担当に電話連絡し、指示を受けてく
    ださい。

　・　連絡後、総合教育センター所長宛て、諸届を提出してください（Ｅメール可）。また、諸届は所
　　属控え用に写しを保管してください。Ｅメールの宛先は研修会担当に確認してください。
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（様式第１号） 

 
 
  

欠欠  席席  届届 
 

第         号 
 

令和  年    月    日 
 
  宮城県総合教育センター所長  殿 

 

学校名 

 

校長名 
                                （公印省略）  

 

  下記のとおり、研修に参加できませんので届け出ます。 

 

記 

 

※指定研修の選択研修として申し込んでいた場合には、以下の該当する指定研修を○で  

囲んでください。 

 

         ア 初任者研修（３年目）   イ 中堅教諭等資質向上研修 

 

 

 

                            

ここには記入しないでください。 

研 修 会 番 号 
 
 

研 修 事 業 名 
 
 

受講者職・氏名 
 
 

欠 席 等 の 期 間 

  令和  年    月    日  ～  令和  年    月   日 

  令和  年    月    日  ～  令和  年    月    日 

  令和  年    月    日  ～  令和  年    月   日 

欠 席 の 態 様 
(○で囲む ) 

 ア 一 部 欠 席（   開始    から   時   分まで）
          （    時    分から   終了   まで）
 イ 全 日 欠 席           日 間 

 
事     由 

（具体的に） 
 

 

 

 

 

 

総合教育センター処理欄  

注 １ 

 

２ 

 

 

３ 

本様式をコピーするか、総合教育センターホームページからダウンロードして活用して

ください。 

届を提出する前に、各学校から各地教委担当及び総合教育センター研修会担当へ電話連

絡してください。県立学校は、各学校から直接総合教育センター研修会担当へ電話連絡し

てください。出欠の確認に関わりますので、忘れず、確実にお願いします。 

欠席する研修会毎に作成し、提出してください。 

教 育  委  員  会  経  由  印  欄

※経由欄は県立学校の場合不要  
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（様式第２号）  

 
 

期期  日日  変変  更更  ・・  延延  期期  願願 
 

第         号  
 

令和   年     月     日  
 
  宮城県総合教育センター所長   殿  
 

学校名  
 

校長名  
            （公印省略）  

 
 
  下記のとおり、研修会への参加を（   期日変更   ・  延期   ）したいので、許可くださ

るようお願いします。  

 

記  

 

 

ここには記入しないでください。 
 

 

注 １ 
 
２ 

３ 
 
 
４ 

本様式をコピーするか、総合教育センターホームページからダウンロードして活用して
ください。 
「願」の種別については、不要部分を「    」で見え消ししてください。 

願を提出する前に、各学校から各地教委担当及び総合教育センター研修会担当へ電話連
絡してください。県立学校は、各学校から直接総合教育センター研修会担当へ電話連絡し
てください。複数年度にまたがる場合、「延期願」は、毎年、年度始めに提出してください。 
期日変更又は延期する研修会毎に作成し、提出してください。 

 

研 修 会 番 号 
 
 

研 修 事 業 名 
 
 

受講者職・氏名 
 
 

期
日
変
更
願 

研修期間・期日   令和   年     月     日   ～   令和   年     月    日  

変 更 希 望 期 日   令和   年     月     日   ～   令和   年     月     日  

変 更 後 の 会 場  

延
期
願 

受 講 年 度   令和         年度  受講希望  

事      由  
（具体的に）  

 
 
 
 
 
 

総合教育センター処理欄  

※経由欄は県立学校の場合不要  

教  育  委  員  会  経  由  印  欄  
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